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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この物語はフィクションであり、実在の人物・団体とは関係がございません。
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　21にもなるっていうのに、僕らはふたり揃っていまだに小学生の放課後を繰り返していて、マジでなにも成長してないんじゃないかって思う。

　そりゃ身長は20センチは伸びたけどち○この皮はむけきらないし、和かず葉はだって黒髪のショートボブはあのころからずっと変わらないうえに、身長だって小６で止まっているし、胸だって全然成長していない。

　今日も僕らは「レトロゲー友の会」と称して、午後からずっと僕の部屋で「破滅の塔と火ひ食くい鳥どりの伝説」こと「ハメドリ」をプレイしていた。とはいえ、コントローラーを握っているのは僕だけで、和葉はただ隣で眺めているだけなんだけど。

「あたしはいいの。おーすけくんがやるのを見てるのが好きだから」

　そう言ってえへっと笑った顔をいまも忘れられない。もう10年も前のことなのに。

　窓の外は大雨で、鈍にび色いろの景色が広がっている。

　雨水が屋根や窓、路面を打っている音が激しく響く。

　テレビ画面では、ドットで描かれた青空の下を勇者「おーすけ」と聖魔術師のヒロイン「かずは」が角張った動きで歩いていた。

　一見荒っぽく見えるこの画面を僕は愛している。下手にリアルさを追求するより想像力がかき立てられるし、なにより素朴で温かみがあるじゃないか。

　このゲームは25年も前に発売されたＲＰＧで、勇者が魔王を倒すというオーソドックスなストーリーだけど、いまだに根強いファンがいて、知る人ぞ知る名作だと言われている。

「ねえ、次はオンウィーアの町？」

「うん」

　僕は一度だけちらりと和葉を見て、そしてまた画面に向き直る。

「ってことは、もう花嫁選びのイベント？」

「そうそう」

　和葉はショートパンツから伸びる色白な脚を無防備に放り投げて、ポテトチップスおいしいコンソメ味をぽりぽりつまんでいた。その姿を無防備だと感じるのは、僕が和葉の肌に触れたい、舐めたい、嚙みつきたいという欲求を隠し持っているからなのだろう。

「どっちにするか決めた？」

「うーん。まだ。効率考えたら、完全にヴィオレッタなんだけどさー」

　このゲームでは花嫁を幼なじみの聖魔術師・アリーセか、令嬢の碧あお魔術師・ヴィオレッタのふたりから選ぶことになっている。

　花嫁選びは最も重要なイベントで、どちらを選んだかによってもらえるアイテムや使える魔法が少し違ったり、のちに生まれる子供の髪の色が選んだ花嫁のものを受け継ぐということで、熱心なプレイヤーにとってこれは非常に重要な選択ということになっている。

　そしてこの先はネタバレになるから、和葉には言ってないけれど、花嫁はどちらを選んでも子供を産んだあとに死ぬ展開になっていて、最終的には成長した子供と勇者で魔王を倒すことになっている。

「えー、アリーセは？」

「だよなあ。やっぱいままで一緒に戦ってきたのはアリーセだし、愛着あるんだよなあ」

　──名前も「かずは」にしちゃったし。とは言えなかった。

　それはきっと僕が、真剣に彼女のことが好きだからなのだろう。




　僕が和葉を異性として意識したのはいつからだっけ。




　いまとなっては覚えてないけれど、はっきりと意識し始めたのは中学２年生の夏、和葉のシャンプーの匂いが変わったときからだった。いままでと違う柑かん橘きつ系の甘い香りに僕は、和葉が「女の子」だとはっきり感じたらしくて、心を言葉で表わすより早く、股間がきゅんと硬くなった。

　自覚したのはその時が初めてだけど、おそらく僕はずっと幼いころから和葉のことが好きだったんだと思う。

　いつもいちばん近くにいて、なんでも話せる和葉。

　はっきりした意志の強そうな目と、こぶりな鼻に小さな唇。

　決して美人ではないけれど和葉の顔は可愛いと思うし、実際僕のまわりの男友達で和葉を可愛いと言うやつは少なくない。

　だけどもう、和葉が可愛かろうがそうでなかろうが、そんなことはどうでもよくなるほどに、僕は和葉のことが好きだ。

　彼女といるこの時間は心地よくて、僕に安らぎを与える。

　和葉は空気のような存在だ。だから絶対に和葉を失うわけにはいかない。

「ねぇ、ヴィオレッタってどんなキャラだっけ？」

「お嬢さま。大富豪の娘」

「わかった！　胸がおっきい子だ。なるほどね～」

　和葉は首をこくこくと縦に振って、ひとりうなずく。

「おーすけくんってほんと、巨乳好きだよね」

「え、そう？」

「そうでしょ？　おーすけくんの持ってるえっちな本、ぜんぶ巨乳モノばっかじゃん」

「え？　いやいや、ちょっと！　なんで？」

「だって見えちゃうんだよね、いつも。おーすけくんは隠してるつもりかもしんないけど。枕の下も、ベッドの下も。辞書の中も。あたしがいつから気がつかないフリしてると思ってるの？」

「ちょっ！　それは……!!　ていうか、なんで勝手にっ！」

「勝手にじゃないです～。ていうか、あたしだって見つけたくて見つけてるわけじゃないんだから。ま、いいけど。おーすけくんも男の子だし、そりゃ大きなおっぱいが好きだよね」

　和葉の口角がつり上がって、にこっと笑う。だけど目が笑っていない。

「違うんだよ、あれは！　巨乳っていうか……！」

　和葉に似ているヒロインのものばかり選んでいたら、自然と巨乳ものが多くなっただけなんて、そんなの絶対に言えない！

「はいはい。そういうのもういいから、ね。でもね、おーすけくん。言い訳するくらいなら、初めからちゃんと隠してよね」

　和葉が笑っていない目で僕を見上げる。

「……わかったよ」

　いろいろと弁解したいところだけど、結局なにをどう伝えたらいいのかわからなくなり、僕は不ふ承しょう不ぶ承しょうで和葉に答える。

　いつもこうだ。

　ぼくは和葉に逆らえない。

　和葉は僕のことをどう思っているのだろう。

　知っている限りでは、和葉もまだ誰ともつきあったことがないはずだけれど。知らないだけで実はいろいろあるのかもしれない。

　告白をしてこの関係が壊れることも怖いけど、告白をしないばかりにほかの誰かに和葉を取られることも怖い。

　結局僕は臆病で、ただこの時がずっと続くことを祈ることしかできないのだ。

　窓の外では雷鳴が轟とどろき始めて、鈍色の空に時折、閃光が走る。

「かみなりっ！」

　和葉が僕の腕にしがみつく。

「まだ怖いんだ。もう子供じゃないのに」

「う、うるさいなあ。仕方ないでしょっ」

　ごろごろという音が聞こえたかと思うと、すぐにどーんと大きな音が響いて空気が震える。落雷は近いようだ。

「やだっ、やだやだっ」

　うつむいた和葉は、僕の腕に顔を埋めるようにして必死でしがみついてくる。

　コントローラーを持つ僕の腕に、わずかに柔らかい感触があって、僕は和葉の胸が一応は発育していることを知る。

「あーもう……和葉さあ……」

「え……なに？」

　雷鳴がやんで、和葉が顔を上げた。

　吐息がかかりそうなこの至近距離で、彼女は僕の呼吸の乱れに気づくだろうか。

「そういうことすると──」

　僕が口を開いたその瞬間、閃光と轟音と、そして衝撃がこの部屋と僕と和葉を包んだ。

　和葉がなにかを叫びながらせいいっぱい僕に抱きつく。

　その声は雷鳴にかき消されてよく聞こえない。

　ぼくは和葉の手を握る。

　どこか遠くで「ハメドリ」のフィールド上の音楽が流れている。

　真っ白な光に包まれてぼくの意識は遠のく。

　和葉と離れるのが怖くて、僕はぎゅっとその手を握った。
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　草の匂いを感じて目を開ければ、一面の青空が広がっていた。

　空をさえぎるものはなにもない。ビルも電線も。

　雲がゆっくり流れているのを見ているうちに、僕は気づく。

　ここはいったいどこなんだ。

　そう思うが否や、僕はがばっと身体を起こす。

　辺りを見回すと、一面の草原。

　そしてはるか彼方に見えるのは山々と森。

　ふと隣を見ると、金髪ショートボブの女の子が目を閉じて横たわっている。

　その服装は、カーキ色のマントに薄いベージュのワンピースというか、むしろローブと呼ぶにふさわしい服を着ている。この格好って、ハメドリのアリーセそっくりだ。

「ぅ……ん？」

　気け怠だるげに彼女が目を開く。

　その瞳は翡ひ翠すい色で、知らない国の人みたいだった。けれどそれもよく見ると、目と髪の色が違うだけで、顔立ちには異国感がない。というか、なじみのある顔だ。

「あ……？　え……おーすけくん!?」

　僕の顔を見た彼女は、驚きで目を見開いたかと思うと飛び起きた。

「へ!?」

　目と髪の色こそは違うけど、こぶりな鼻と整った唇と、ほっぺがもちっとして気持ちよさそうな辺り、和葉にそっくりなんだけど。いったい彼女は誰なんだ。

「ん？　なに、その顔。ていうかなにその格好」

　ぷーっと翡翠の目が僕をからかうように笑う。

　聞き覚えのある声に見慣れた表情。しかも話すのは日本語。

「和葉……だよね？」

　恐る恐る僕は彼女に尋ねる。

「うん、そうだよ？」

　なんでそんなこと聞くの？　と言いたげな和葉を前に僕はほっとしてへらりと笑う。

「え？　本当にあたしってわかってなかったの？」

　僕は首をこくこく縦に振る。

「ひどいよ！　幼なじみの顔を忘れるなんて。おーすけくん、ほんとのバカじゃん！」

「しょーがないだろ！　和葉、金髪だし目の色も緑色だし、服も違うし！」

「うそ!?」

「うそじゃないよ、なんかハメドリのアリーセみたいな格好だけど、コスプレなの？」

「え？　違うよ！　なにそれ、コスプレなのはおーすけくんのほうじゃん！」

「……へ？」

　僕らは一瞬顔を見合わせるけど、すぐに我に返って自分が着ているものを確かめる。

　僕が身に着けていたものは、ダークブルーのマントに、革の胸当てと大きなベルト。下はゆるっとした白いズボンに、足元は蔦つた模も様ようの入ったブーツで、極めつけに左腕には小さなシールド、そして手には革製の手袋まで嵌はめていた。

「なにこれマジで！　めちゃめちゃ勇者みたいじゃん！」

「意外と似合ってるじゃない、ゆーしゃさまっ☆」

　あははははーと笑い続ける和葉にぼくは「うるさいよ、アリーセのくせに！」と反撃する。

「でも、服装も謎だけどさ……ここ、どこ？」

　ひとしきり笑うと和葉は、辺りの緑一面を見回す。

「なんにもないよね。電柱とか、自販機とか。ていうか畑ですらないし。なんか日本っぽくない……」

　そう気がつくと、僕らは黙りこくって顔を見合わせる。

「もしかして、ここ」

「ハメドリの世界……」

　僕が言うと、和葉が「あはは」と笑い声を上げる。

「やっぱり言うと思った！　は～、そうだったら面白いよね！」

「でもさ、なにか似てない？　そしたらこの格好だって説明つくし」

「えっと、おーすけくん、もしかして、ゲームの中に入っちゃったって思ってる？」

「なくはないかな、と」

　僕はうなずく。頭になにかついているようで、重たい。

「ねえ、おーすけくん、最近そういうの流は行やってるけど、あれ全部お話の世界だからね？」

「わかってるよ！　でもさ」

「ほらもう行こっ！　ここにいても仕方ないんだから、まずは誰か人を見つけてここがどこなのか、聞いてみよっ」

　そう言うと和葉は立ち上がって、僕に向けて手を差し出した。

「わかった」

　僕は自分より小さなその手をつかんでえいっと立ち上がる。柔らかい手の体温が一瞬僕に伝わってすぐに離れた。

　どきりとする。

「ねぇ、見てあそこ。なんだか町っぽくない？」

　和葉が指し示すほうを見ると、確かに茶色の建物群が見えた。

「確かに。行ってみようか」

　足の裏で草の感触を確かめながら、僕らは歩き出す。

　真っ青な空に乾いた風が雲を運ぶ。ここの空気は僕の町では感じたことがなくて、どこか異国を思わせるけれど、不思議とあまり不安はなかった。

　コスプレみたいな格好に、見知らぬ景色。だけど結果があれば原因はかならずある。なんらかの方法でここへ来た僕らは、なんらかの方法でちゃんと家に帰れるはずだ。

　こんな風に楽観的なのはきっと隣に和葉がいるからだ。ひとりじゃないのはなんにしても心強い。いまの僕が帰れなくて困ることと言えば、和葉に会えなくなることくらいで、けれど、和葉が隣にいるいまはそんな心配は必要なくて、極論を言えば和葉と一緒なら僕にとって、どこだって同じということだ。

　隣を見れば、まっすぐに前を見据える横顔がある。

　金色のまつ毛が日に照らされて輝いている。

　髪の色だけじゃなくまつ毛の色まで金髪なんて、本当に本物のアリーセみたいだ。

　僕は前に向き直る。すると、前方左斜めの草の陰に、明らかに異質なフロストホワイトの物体が見え隠れしているのが目に入った。

　つるんと丸みを帯びたそれは、米の10キロ袋より心持ち大きくて、半透明のボディの中は水のようにゆらめいて陽の光を反射している。

　あれはいったいなんだろう。

　草を踏んで、小石を蹴って進むと、僕らとそれの距離は近づいていく。

「ねぇ見て。あれなにかな？」

　僕は半透明のフロストホワイトを指差す。その瞬間、物体Ｘはびよーんと全体を弾ませて、僕らの前へ躍り出た。

「ひっ!!」

　ころんと丸みを帯びた身体はそのままパズルゲームのブロックになりそうな愛嬌のあるフォルムで、僕らの前に着地する。物体の中心には魚類のようなまん丸い目がふたつと、横長の大きな口がひとつあった。

「ゲルゲル!?」

　それはハメドリでいやと言うほど出会った顔にそっくりだった。

　得体の知れない生命体を前に、僕の身体はびくっと跳ねるとその場で硬直する。

「ほんとだ！　やばいね、ゲルゲルってほんとにいるんだ!?」

　和葉は目を輝かせて、僕の顔とゲルゲルを交互に見る。

「いやいやいや、てかこれって本物!?　そもそもゲルゲルであってんの!?」

　そう言った僕の声に反応するように、ゲルゲルはその場でぽむんぽむんと数回のジャンプ。

「ほら、ちゃんと生きてるよー！」

　和葉は好奇心で目を輝かせてゲルゲルらしきものに近づく。

　ま、ジャンプするだけなら無害そうだし、大丈夫だろう。

　そう思った矢先だった。

　ゲルゲルは弾みをつけて和葉のみぞおち目がけて飛んできた。

「いやーっ！」

　和葉の手も僕の動きもゲルゲルの速さに間に合わない。

　みぞおちへの衝撃は、和葉をよろめかせゲルゲルの身体を放射状に飛び散らせる。あれはゲルゲルの自爆行為だったのか、あるいは和葉のほうが強かったのか。

　だけど、それが間違いだったことにすぐに気づく。

　放射状に変形したゲルゲルが、ゼリー状の触手になって和葉の身体を包み始めたのだった。

「や、やだっ、なにこれっ……」

　和葉は身をよじり、手足をぶんぶん振ってフロストホワイトの塊かたまりを落とそうとする。

　けれども吸着が強力なのかそれはぴくりとも動かない。

「和葉、動かないで！　僕が取るから！」

　僕は和葉の腕の先にべろんと垂れるゲルゲルの先端をつかむと、ぐいっと引っぱる。すると和葉の顔が苦しそうに歪んだ。

「痛い？」

「少し……。でも、だいじょうぶ。だから早く……お願い……」

　和葉の頰が紅潮して、吐息も乱れている。

　口では大丈夫と言っているけれど、顔は明らかに大丈夫じゃない。

　僕はもう一度、両手でゲルゲルを引っぱった。けれどびくともしない。そうしているあいだにも、ゲルゲルは和葉の身体をずるずる這い回っていく。ゼリー状のものがぴたっと吸着することによって、ゆるいシルエットのローブが身体に密着して、膨らみの乏しい胸のなだらかさを描き出した。それはおそらく僕の手にすっぽり収まるサイズで、僕はあの胸をふにゅふにゅ揉んだり、ありったけの乳肉を思い切りつかんだりしてみたいと思うけど、そんなこと考えてる場合じゃない！

「ふっ……ぅん」

　上うわずった息を漏らすと、和葉はぎゅっと目を閉じる。

　その肢体は徐々に強ばって、指先がぴくんと震えた。

　声の調子は抑えているものの、和葉の肩はびくっびくっと、乏しい胸の頂いただきで蠢うごめくモンスターの動きに合わせてわなないている。

　固く閉ざした唇からは、あの妙に色っぽい声は聞こえないけれど、その代わり鼻息が次第に荒くなっていく。

　もしかして感じてるの？

「おーすけくん、お願い……。なんか怖いよぉ……おぉっ」

　和葉が切なげな声を漏らす。ゲルゲルに感じさせられてるなんて思いたくないけど、だからこそ僕は早く助けなくちゃ！

「わ、わかったっ！　ちょっと待って」

　同じところを力押しで引っぱってもどうにもならないと思った僕は、一度彼女の右腕から離れる。

　するとそれがいけなかったのか、ゲルゲルはまたたく間に和葉のローブの襟元から中へ入って、姿を消してしまった。

「いやぁっ！　やだぁ、あぁぁっ！」

　和葉が身体をくねらせて、ゲルゲルから逃れようとする。

「大丈夫!?」

「だめっ、だめぇっ」

　和葉はその場に膝をつくと、よつんばいの姿勢になって額を地面につけてしまう。

　ゲル状の生き物はその身体を変形させて、胸元の小さな双丘をぼってり膨らませると、そのまま服の中で「ずずずず」と音を上げながら、スカートをまくりあげて布地ごと和葉の両腕を縛って固定して、今度は背中に回ってまる見えの白いショーツの中へ潜り込んだ。

「ひっいぃぃやぁっ、だめっ、やめてっ！」

　ずずっ、ずずっとゲルゲルが蠢くたびに、突き出されたお尻が上がっていく。

「か、和葉！　待って！　僕が助けるからっ！」

　思いがけず見てしまった和葉のショーツに僕の股間は熱くなるけど、こんなかたちでは見たくないっ。

　早くなんとかしなくちゃ。でもどうすればいいんだ!?

　ゼリー状の白い触手は和葉の下着の中から飛び出して、今度は両脚を強制的に開かせていく。

　下着の上から見える陰部は、うねうねと蠢くもので膨らんでいた。

「あ、あぁぁ……ひっ……いぃぃ……」

　それは乳房も同じで、ぬるぬる動くものが乳房をなぞり、先端を撫で、わずかな肉を自在に蹂躙しているのが服の上からでも見て取れた。

　和葉の内ももから粘り気のある汁が伝い落ちる。

「いやっ、もう……放して、やめて、やめて……」

　指先がなにかを求めるように空をつかむ。

「ごめん……っ……おー……すけっ、あぁっ、見な……いでぇ……っ、おねがい、おねがいっ……早……くっうぅぅぅ……っ」

　あられもない和葉の姿を目にし、僕の股間が一気に硬くなるとともに、どくんと心臓がいやな音で跳ねる。












「こいつ……っ！」

　僕は和葉の背中に張りついているそれを両手でぐっとつかむ。けれども取れない。今度は腰を落として力いっぱいそいつを引っぱる。すると、突然脱力したかのようにゲルゲルがずるるるると取れていく。

「うわっ！」

　力いっぱい引っぱっていた僕は、思わずうしろに尻餅をついた。

　ゲルゲルは僕に先端を握られたままで、ひゅるりんっと丸みを帯びたかたちに戻る。

　いまだ！　そう思うが早いか、僕は背中の剣を抜く。反射のようなものだった。

　握った剣はずしっと重みを伝えて、それが命を奪うためのものだということを悟る。これは本物だ。刃を振り上げてとにかくゲルゲルを斬るつもりで振り下ろす。

　上部からの斜め斬り。

　ゲルゲルはまっぷたつに切れると、その場で蒸発するように姿を消した。

「……し、んだ……？」

「そうなの……？」

　とまどう僕を、いまだ呼吸の乱れる和葉が見やる。

　──ちゃらららーん。

　不意に頭上で電子音のメロディーが軽快に鳴り響いた。

　それはハメドリで戦闘後に流れるメロディーだった。
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　その後はとくになにかに出会うこともなく、僕らは順調に歩いて町までたどり着いた。

「オンウィーア……」

　入り口の看板には、丸とか三角、星などの図形の羅ら列れつが刻まれているけど、僕には自然とそれが読めてしまう。

「そう、だよね……？」

　それは和葉も同じだったようで、僕らはいぶかしげな顔を見合わせる。

「てかおーすけくん、なんでこんな記号の塊がそんな風に読めるの？」

「知らないよ！　そう読むしかないんだから。でも和葉だって同じだろ？」

「……そうだけど」

　わけわかんないことができるのは、けっこう気持ちが悪い。

　いぶかしんだままの表情で町の中を覗くと、レンガ造りの建物や教会らしき建物があって、そこはヨーロッパの古い町並みのようだった。

　外側には煉れん瓦がの壁が築かれていて、町を取り囲んでいる。

　こういう造りの町を見るのは僕は初めてだ。

　なんだか本当にゲームの中みたいだ。

「とりあえず入ってみようか」

　僕は和葉をうながして、石畳の道へ足を踏み出した。

　町へ入ると街路樹が綺麗に並んで植えられている。

　そういえば、さっきから自動車を１台も見かけない。僕の知っている「町」とは明らかに空気が違う。

　レンガ造りの建物はそのほとんどが民家らしいけど、特徴的なのはどこの家も扉を開け放していることで、僕らが自由に出入りできそうな雰囲気だ。

　町を探索していると、ようやくひとりの女性が道端に立っているのが見えた。

　背が高く、灰色のロングドレスを着てどこか中世ヨーロッパを思わせるけど、顔立ちは日本人のようだった。

　僕は和葉に目配せをして、ひとまず彼女に話を聞くことにした。

「すみません、あの」

「あら、旅のお方？　この町はいま、大富豪のグルートンさんが娘のヴィオレッタさんのお婿むこさんを探しているの。グルートンさんたら、勇者ならすぐにでも娘をやりたいなんて話しているけど、伝説の勇者なんて本当にいるのかしら？」

「……はい？」

　よく知っているその単語が、なにを意味するのか僕は瞬時に判断できない。

「グルートンさんのおうちはこの町の外れにあるわ。興味があるなら、あなたも行ってみるといいわ」

　彼女はにこにこと笑みを浮かべている。

「あ、ありがとうございます……」

　僕は彼女にお礼を言って和葉とともにその場を離れた。

「ねぇ、おーすけくん、いまのって……」

「完全にハメドリの話じゃん！」

　僕と和葉は黙って顔を見合わせる。

　それにしても、僕らは本当にゲーム世界へ入ってしまったのだろうか。

　それを確かめるためにももう少し誰かに話を聞きたい。

　だけど、辺りをぐるりと見回してみても誰もいなくて、その代わり袋の絵が描いてある看板が目に入った。

　ここがもし、ハメドリの世界ならあれは道具屋の印だ。

　僕と和葉は店の人に話を聞くために、また、もしここが本当にハメドリの世界ならきっと同じアイテムが売っているだろうからと、そのことを確かめるためにも道具屋へ行くことにした。

　店の前まで歩いていくと、扉は開いていた。

　中へ入ると、薄暗くて電気はついていない、というか存在しない。照明の類たぐいはランプのみだった。

　店内は狭く、人が５人も入ったらいっぱいになりそうな広さで、壁は一面、棚になっていてなにかの植物や置物などがところ狭しと置いてあるが、薄暗くてそれがなんなのかよくわからない。

「いらっしゃい」

　年のころは30前後という感じだろうか。大人のお姉さんがカウンターの中から僕らを迎える。

「ここは道具屋よ。なにかお探しかしら？」

「そうですねえ……。どんなものがあるんですか？」

　僕と和葉はふたり並んでカウンターのほうへ行く。

「今日の品揃えはこんなところよ」

　そう言って店主が出した品書きは、こうだった。




--------------------------------------------

おくすり…………80ＤＰドピュー

キリン草…………１００ＤＰ

みつばちの雫……１５０ＤＰ

バナナの葉………２００ＤＰ

セイレーンの鱗うろこ…３５０ＤＰ

とびねこの髭ひげ……５００ＤＰ

--------------------------------------------




「マジっすか!?」

　僕は思わず声を上げる。

　これじゃハメドリの道具屋そのままじゃないか。

　思わず隣の和葉の顔を見ると、彼女もまたぎょっとした顔で品書きを見ていた。

「これじゃ、ご不満？」

「いやいや、不満じゃないです！」

　お姉さんの声のトーンは真剣で、僕らをからかっているわけじゃないことはわかる。

「どれもこれも旅の必需品だから、買って損はないと思うわよ」

　店主は僕らに柔らかな笑顔を見せた。

　この人なら、いろいろなことを聞き出せるかもしれない。

「僕たち道に迷ったらしくて。ここはいったいどこなんですか？」

「オンウィーアの町よ」

　お姉さんが笑顔で柔らかく微笑む。

「えっと、国……はどこになります？」

「フィデリテ国の領下ね」

「その……日本……じゃなくて、ですか？」

「ニホン？　なによそれ」

　彼女の目が点になる。もしかしてここは本当に……。

　僕は質問を変えることにする。

「あの、もしかして魔法とか……使えます？」

「私は無理だけどね。妹がアンサント国で魔導士をやってるわ」

「へぇ……すごい……」

「そうよね。ばーにん！　なんて言ったらすぐ炎が出るし、本当に便利よ」

「あの、ちなみにこの『とびねこの髭』ってどんな時に使うんですか？」

「これはね、空に放り投げると一度行ったことがある町に連れていってくれるの。使ったことないの？」

「え……まぁ」

「へぇ、そんな人もいるのね。これは便利よ。出先で疲れた時なんて、すぐに町に戻れるもの。お守り代わりにもひとつ持っておくと安心よ」

「なるほど……」

　僕はズボンのポケットの中を探る。すると、革の袋が出てきて、中にはコインや紙幣のらしきものがいくらか入っていた。

「ねぇ、押おう介すけ。試しにとびねこの髭を使ってみない？」

　和葉が僕の耳元に囁く。「押介」とちゃんと名前で呼ぶのは、わりに真剣な時なのだ。

「そうだね。もしこれで本当に移動ができたら……」

「ってことでしょ？」

　僕らは声をひそめて互いにこくんとうなずく。

「すいません！　とびねこの髭、ひとつください」

　僕は店主に紙幣を１枚差し出した。
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　店主の教えのとおりとびねこの髭を使った僕たちは、ゲーム中に出てきた町の名前を唱えて見事にワープに成功してしまた。

　その後、僕らは驚いたり慌てたり騒いだりとひととおりのリアクションを取ったあと、一度深呼吸をして顔を見合わせて「やっぱりこれって、ハメドリの世界じゃん！」とふたり揃って声を上げた。

「ねえ、押介。あたし、こういうのって信じないほうなんだけど」

「僕もだよ。でもこんなことってほかにあるか？」

　和葉は首を横に振る。

「やっぱりあたしたち、あのゲームの世界に入っちゃったのかな……」

「そう考えるのが自然だよな」

　和葉は泣き出しそうな顔を見せたかと思うと、すぐにうつむいた。

　そりゃそうだ。普通なら誰だってそうなるだろう。突然ゲームの中に入ってしまったら、どうすればいい？

　僕は和葉がいればどこだってかまわないけど、和葉はそうじゃない。

「でもさ、大丈夫だよ。なんとかなる」

　僕は彼女の頭をぽんぽん撫でる。少しでも安心させたくて。

「なんとかって？」

「そりゃわかんないけど、入れたんだからきっと出口もあるはずだよ」

「……」

　根拠のないことを言っているのは自分でもわかる。けれどいまは少しでも希望を見つけて和葉の心を落ち着かせたい。

「僕らお金もわりと持ってるみたいだし、ゲームをやっていた時のままの状態で入り込んじゃったんだと思う」

「うん。ってことは、おーすけくんが勇者で、あたしがアリーセ？」

「まあそうだよね。だってこの服……」

　僕の格好はあのパッケージに描いてある主人公こと勇者の服装そのままだ。それに、革袋に入っているアイテムも家でプレイしていた時と全部同じ状態だ。

「思うんだけどさ、このゲームってネトゲとかソシャゲと違って終わりがあるだろ？」

「うん」

「だからこのゲームをクリアして、エンドロールまでたどり着いたらそこでプログラム外の動きをする僕らにこのゲームシステムが気づいて、この世界の外へ弾き出されるんじゃないかなって思うんだ」

「なるほどね。ってことは、もしかして」

　僕は笑顔で和葉に言う。

「元の世界に戻れるんじゃないかなってこと」

「そっかぁ!!」

　僕の言葉に和葉は瞳をきらきらさせて、子供みたいに手を叩いている。

　こういうところが僕は好きだ。

「ねえ、おーすけくんっ。そしたらやるしかないね。あたしがアリーセで、おーすけくんが勇者でしょ？」

「だよな」

「そういうことなら、早速行きますか。勇者さま？」

　和葉がにやりと笑って僕を見る。

「おっけ。それじゃ、ゲームクリア目指して」

「れっつごー！」

　僕と和葉は「オンウィーア！」と叫ぶと、ヴィチーノの町で手に入れたとびねこの髭を空にぶんっと放り投げた。
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　けれども僕は次のシナリオ展開をすっかり忘れていたことに気づく。

　オンウィーアの町では、花嫁選びのイベントが待っている。

　本当なら、花嫁を選ぶ前にセーブしておくつもりだったんだけどな。でもこんな状態じゃセーブなんてできないし、たとえ記録所でセーブができたとしても、リセットや再起動はどうすればいい？

「ねー、おーすけくん、なんか楽しいねっ」

　数歩先を行く和葉は、くるっと振り返って僕に笑顔を向ける。少し遅れてローブが翻ひるがえって一瞬白い膝の裏が見えた。

「なにが？」

　僕が歩くたび、ベルトの金具が音を立てる。

「だってどっかのヨーロッパの町みたいじゃん？」

「そだね」

「あたし、海外とか行ったことないから、こういうのって新鮮～！」

　和葉は両手を広げて空を見上げて深呼吸すると、また楽しそうに石畳の上を弾んで歩く。

　こんな時間が続けばいいのに。僕は和葉とずっと一緒にいたい。でもそのために花嫁は、どっちを選べばいいんだろう!?

　そんな風に悶もん々もんとしているうちに、僕らは町外れにたどり着く。

「ねー、おーすけくん。ここだよっ」

　大理石の門の前で足を止めて、和葉が僕を手招きする。

「グルートン……」

　僕はその門にある名前を読み上げる。

「ね、次の流れはおうちで花嫁選びだったよね？」

「あ、うん……」

「それじゃ、行こうっ。早く！」

　和葉は僕の手を引いて、門の中へ入っていく。

　門から邸宅までは大理石の道を一直線に進んでいく。

　そこは見事な庭園で、木々や花が咲き乱れていた。本当ならドット絵でしか見られないはずのそれに、僕は少し感動する。だけど心は晴れない。

　風が甘い花の香りを運んで、和葉が「クチナシ？」と小さくつぶやく。あいにく僕は花の名前には疎うとい。

　邸宅の扉は開いていて、誰にも咎とがめられず中に入れた。さすがゲームの世界だ。

「あらお客さんですか？」

「グルートンさんは最近、娘のヴィオレッタさんのお婿さんのことで頭がいっぱいだよ！」

「いそがしい！　いそがしい！」

「近頃は海が荒れているから、なかなか船が出せないね」

「グルートンさんなら奥の部屋にいるよ」

　玄関から広間を抜けて、奥の部屋へ行くあいだにいた人は全部で５人で、全員に話しかけてみたところ、こんな答えが返ってきた。

　初対面の他人が家に上がり込んでいるというのに、誰も不審な顔をしないのがこの国の習わしなのだろう。そう折り合いをつけて納得したくなるほどに、この世界も人々も僕にとってはゲームの中のものだと思えないほど、リアルだ。

　広間を抜けて次の部屋を覗くと、恰かっ幅ぷくのよい50代くらいの男性がいた。着ている服は金の刺し繡しゅうが入った黒い上着で、いかにもお金持ちという感じだ。

　その姿を確かめると、僕は反射的に扉の裏へ隠れる。

「どうしたの？」

「うん……」

　ここでグルートンに見つかって、会話が始まればイベントが進むだろう。

　僕にはまだその覚悟はできていない。

　だけどそんな気持ちを知ってか知らずか、和葉は僕の背中をぽんと叩くように押す。

「ほら、行くよ」

「えっ……」

　僕はなかば和葉に引っぱられるようにして、その部屋へ足を踏み入れた。

　室内には赤い絨じゅう毯たんが敷き詰められていて、足裏に届く感触は柔らかい。

　部屋の中でうろうろと歩き回っていたグルートンは、すぐに僕たちに気がついて、こちらへ駆け寄ってきた。

「おお！　もしかしてその頭の飾りは、勇者の証あかしでは!?」

「そうですよっ」

　僕の代わりに和葉が答えるから、僕は誰にも聞こえないように声なき声で「あー」とため息。

「ということはあなたさまはあの伝説の勇者さまなのですか!?」

「あ、はい、一応……」

「まさか、うちのヴィオレッタのために来てくださったのですか!?」

　間近で見るグルートンは、僕よりも背が高くて貫禄があった。

「いやいや、そういうわけでは」

　僕は右手をぶんぶん横に振る。

「そうですか。ならばあらためてお願いいたしましょう。勇者さま、我が娘ヴィオレッタを嫁にもらってはいただけませんか？」

「えっ、いや、えーと、それは……」

　アリーセというか、和葉を選ぶと決めていれば、こんな返事をしなくても済むのだけど、いまはまだどちらを花嫁にするか決められない。アリーセがアリーセのままで、和葉じゃなければ僕はアリーセを選ぶつもりだった。

　けれども。

「わかりましたよ。急にそんなことを言われても困りますよね。娘を呼びます」

　そう言うとグルートンは振り返って２階へと続く階段に向けて声を上げる。

「おーい、ヴィオレッタ！」

「はーい、お父様」

　心地よい甘さを持ったおっとりとしたトーンの声が、僕らのもとへ届く。

　少し経つと、わずかな衣きぬ擦ずれの音とともに、コバルトブルーのドレスを身にまとった女の子が階段を降りてきた。足音はほとんど聞こえない。和葉とは大違いだ。

　ダークブラウンの髪は長く、三つ編みでひとつにまとめられている。

　ドレスは裾こそ長いものの、上半身は肩が出ていて胸元も大きく開いていて露出が高い。また、その胸がとても大きくて、アンデスメロン程度の大きさはありそうだ。

「初めまして。グルートンの娘、ヴィオレッタと申します」

　僕と和葉を前に、彼女はたおやかな笑みを浮かべると一礼をした。

　青い瞳と長いまつ毛。筋の通った鼻と、上気したようにほのかに赤い頰。その顔は、ハメドリのキャラデザイラストをそのまま具現化したかのような姿だった。

　はっきりいって美人だ。

　しかも胸が大きく、ウエストも細くて背は高く、スタイル抜群ってやつである。

　こんな女の子を目の前で見る機会は、リアル世界じゃなかなかあり得ないことだ。

　現実離れしたスタイルと、現実としか思えない生々しさに僕の視線はいやでも彼女に吸い寄せられる。綺麗な花を見ると足を止めるのと同じで、見事なスタイルの女の子を見れば、男なら誰でも見み惚とれるだろう。

　と、ここでふと隣を見ると、不機嫌そうな和葉の視線が僕に注がれていることに気がつく。途端に、それは凶器と化して僕の顔面をぎりりと射い貫ぬいた。

「なんだよ……」

　知らないふりして僕は和葉に小さな声を落とす。

「べっつにー。おーすけくん、ばかっぽい顔してるから」

　和葉は唇を尖らせて、ぷいっとそっぽを向いた。

　時々、唐突にこういう瞬間があるけれど、ほんとこんな時の和葉はまったく可愛くない。

「勇者さま、どうですか？　我が娘ヴィオレッタは学業や芸術に励み、現在は花嫁修行中です。親バカかもしれませんが、気立てもよい娘だと思っております。ただ、私が心配なのは花婿選びなのです。私の目が黒いうちに信頼できる男に娘を託たくしたいと思っております。どうかお願いです、娘と結婚してはくださいませんか？」

　グルートンは深々と頭を下げた。頭頂部にはほとんど毛が生えていない。

「いや……でも、ほら、ヴィオレッタさんの気持ちだってあるし」

　悪あがきだとわかっていても、決断の時間を１秒でも延ばしたい。僕は彼女に答えを委ねようとしてみる。

「わたくしなら問題ありません。もともとお父様が選んでくださった方と結婚するつもりでしたし、それに勇者さまがお相手なら断る理由がございません」

　ヴィオレッタが小さく首を傾げて微笑むと、その大きな胸も一緒に揺れる。すると、胸の膨らみに小さな突起がぷくっと浮いているのが見えた。

　まさか、ノーブラなのだろうか。いや、そもそもこの世界にブラジャーはあるのか!?

　乳首らしきものの正体を確かめたくて、僕の視線はそこにだけに吸い寄せられる。

「うちの娘ではご満足いただけませんか？」

　煮え切らない僕を見て、グルートンが言葉を挟む。

「いやいや！　決してそういうわけではなく」

「は！　もしかして勇者さま、お連れの女性は勇者さまの恋人なんですね!?」

「こ、こいびと!?　そんなんじゃないですっ！」

　和葉より早く否定しなくちゃいけない気がして、僕は過剰に反応してしまう。

　和葉にそんな気がなかったら絶対迷惑だろうし、それにもたもたしてたら僕の気持ちに気づかれそうで怖い。

「いえいえ、隠す必要はありませんよ。勇者さまが来たことに浮かれてしまって、気がつかずに申し訳ありません」

「大丈夫です、本当にただの幼なじみですから」

　和葉が抑よく揚ようのない調子で話す。僕は恥ずかしさと気まずさで顔が見れない。

「本当にそうですか？　それなら勇者さま、どうかうちのヴィオレッタと結婚してくれませんか？」

「……」

　僕は黙る。いまはまだなにも答えられない。

「けれどもし、おふたりがもし本当は恋仲でしたら遠慮なく、この話は断ってください。けれど、お願いがあります。その時は、私の目の前で挙式を上げていただけませんか？」

「えっ!?」

「勇者さまと娘の結婚は私の願いです。けれど、もし幼なじみさまとご結婚なさるなら、私の目の前で永遠の愛を誓っていただきたい。そうすれば私も潔いさぎよく諦めがつきます」

「えっ、あっ、はい」

　グルートンに気圧されて、思わず返事が出てしまう。

「それでは、今日は旅でお疲れでしょうから、ひと晩お休みいただいて、明朝お返事をいただくということでいかがですか？」

「……そうですね」

　この流れは、ゲームのシナリオそのままだ。僕は逆らうことができないらしい。

「今夜はうちの離れの客室をお使いください。心からのおもてなしをさせていただきますよ。もちろん、幼なじみさまもご一緒に」

　グルートンが人のよさそうな笑顔を見せる。

「わかりました。それではお言葉に甘えて、今夜は泊まらせていただきます」

　覚悟を決めた僕は、まっすぐにグルートンを見る。

　今晩だ。今日このひと晩で僕は、正しい結論を出さなくちゃいけない。

「それではご案内します」

　そう言うとグルートンは「おーい」と手を叩いてメイドさんを呼んだ。

「こちらです」

　現われたメイドのおねーさんに連れられて、僕と和葉は離れへと向かう。





＊






　その晩、グルートンに招かれた夕食で、僕と和葉は彼と彼の妻、そしてヴィオレッタとともに贅ぜい沢たくな晩ばん餐さんをご馳走になっていた。

　次々と現われる料理はすべて繊細かつ豪勢で、とくに「牛の赤ワイン煮ヴィチーノ風」はめちゃくちゃに美お味いしくて、一時的に僕を重く憂鬱な気持ちから解放させてくれた。

　食事はおおむね和やかに行なわれたけれど、気になったのは和葉の僕に対する態度が若干トゲトゲしいことで、心当たりのない僕を悩ませる。

　食事を終えても和葉の僕に対する態度は変わらず、結局よそよそしい雰囲気のままだ、僕は通路を挟んで右の部屋に、和葉は左の部屋へとそれぞれ戻った。

「あたしのことは気にしないで、さっさと花嫁決めてくださいね！」

　そう言って和葉は勢いよくドアをばたんと閉めた。

　和葉はどうしてイライラしてるんだろう。あんな風になるのは時々あったけど。

　部屋に入ると、僕はすぐにベッドに身体を放り投げる。

　食事は美味しくヴィオレッタさんは美人で和葉の機嫌は悪いけど、僕はこれからどうすればいい？

　僕は己の頰をべちーんと叩くと、さっと起き上がってベッドの上であぐらをかいた。

　一度流れを整理して考えてみよう。

　このあとのシナリオの展開では、勇者は選んだ花嫁とパーティーを組んで、少しのあいだ旅をする。そうして、そしてアンサントの町に着くと、妊娠が発覚して花嫁はパーティーを離脱。その後、勇者がトリープの洞窟でアイテムを取って帰ってくると出産イベントが始まる。

　ここまではまあいい。

　問題なのはこのあとで、子供を産んだその晩にモンスターが現われて、子供をさらっていこうとする。そこを花嫁が命懸けで守った結果、絶命してしまうのだ。

　そうしてヒロインの花嫁が亡くなったあとは、月日が流れて主人公は成長した子とともに魔王を討つことになっている。

　ちなみにヴィオレッタを選んだ場合は、グルートンから１０００００ＤＰと慈愛のローブと飛翔の盾がもらえることになっていて、アリーセを選ぶよりもお得だ（ちなみにどちらを選んでも、中型船と代々伝わるブレイブシールドはもらえるから問題はない）。

　けれども幼なじみのアリーセに思い入れのあるプレイヤーも多くて、この花嫁選びを巡る論争にはいまだ決着がついていないということだ。

　攻略サイトで得た情報はこんなところだけど、和葉はおそらくオンウィーアで花嫁を選んで結婚することまでしか知らないだろう。

　ネタバレになるから黙っていた「花嫁の死」だったけど、いまとなってはとても言いづい。このことを知ると、和葉に余計な心配をかけそうだから、できれば教えずにこのゲームから脱出したい。

　不安になるのは僕だけで充分だ。

　ゲームの外から来た僕らが、ここで死ぬとどうなるのかはわからない。けれど、和葉を死なせるわけにはいかない。

　かといって、ここでヴィオレッタを選べば、彼女と子作りをして、和葉とはずっと離ればなれになる。

　自分の気持ちを偽ってヴィオレッタを選んだぼくは、この先和葉の前でどんな顔をすればいいのだろう。

「あぅぅぅ」

　枕に顔を埋めると太陽の匂いがして、憂ゆう鬱うつに沈んだ身体に染み入った。

　僕は枕に顔を埋める。ただの２択がこんなに難しいなんて。

　──コンコンコン。

　不意にドアをノックする音が響いた。

「はい！」

　驚いた僕は反射的に飛び起きる。

「夜分遅くにすみません……」

　扉の向こうでかすかに響くのは、甘く柔らかな声。

　この声は、ヴィオレッタだ。

「どうしたんですか？」

　ベッドを降りて立ち上がると、僕はすぐに扉を開ける。

　現われたのは、ベイビーブルーのネグリジェ姿のヴィオレッタだった。昼のドレスよりもえぐれるように大きく開いた胸元が僕の視線を瞬時にとらえた。

　白いレースで縁取られたその真ん中にあるのは深い肉の谷間で、その下にあるのはふたつの巨大な胸の盛り上がり。シフォン素材の布地が胸の巨肉によって持ち上げられ、端整な曲線を描いていて、その突端にはつんと上向きの小さな尖りが確認できる。

　ノーブラだ。

　今回は完全にノーブラだ。平静を保っていたつもりが、喉元で唾液を飲む音がごくりと響いた。

「もうお休みでしたか？」

　間近で向かい合うと、ヴィオレッタと僕の背はほとんど同じらしく、視線の高さは変わらない。

「いやいや、起きてました」

「それならよかったです」

　ヴィオレッタは、ほのかに頰を赤らめて伏し目がちで微笑む。

「もしよければ、勇者さまのお部屋で少しお話したいと思いまして……」

「え、なんで？」

「いえ、すみません！　ご迷惑なら、帰りますので」

　ヴィオレッタが申し訳なさそうに１歩退しりぞく。

「あ、違います。ごめんなさい。ちょっと驚いたんです。でも、男の部屋にひとりで来たらグルートンさんが心配するんじゃないんですか？」

「父なら大丈夫です。その……明日お答えをいただくのに、私たち、お互いのことをなにも知らないと思いまして、それで少しでもお話できれば、と思ったんです」

　群ぐん青じょう色の瞳がなにかを窺うように僕を見る。

「そうですか……」

　彼女と話しているうちに、僕の決意もどちらかへ固まるかもしれないし、それになにか有益な情報を得られるかもしれない。

　少なくともひとりで煮詰まっているよりはマシだ。

「うん、わかった。入って」

　ヴィオレッタを招き入れるため、僕は扉を大きく開く。その刹せつ那な、通路の向こうの扉が目に入った。和葉はいま、なにを考えているんだろう。

「それでは失礼いたします」

　ヴィオレッタは一度お辞儀をして部屋へ入ると、自ら扉を閉めた。

　この部屋は、そもそも寝るためだけの部屋なので、椅子も机も簡易的なものしか置いていない。

　椅子に座るつもりだったけど、ヴィオレッタがベッドの縁に腰を下ろしたから、僕も並んでベッドの縁に腰を下ろす。ただし、２・５人分のあいだを開けて。近すぎて下心を疑われても嫌だし、そもそもそれが僕と彼女の適正距離だと思った。

「あの……」

　僕が座るとヴィオレッタは一度ちらりとこちらを見て微笑んでまたすぐにうつむいた。

「私、子供のころからずっと勇者さまに憧れを抱いておりました」

　ヴィオレッタは僕を見るとはにかんだ笑顔を浮かべる。

「幼いころからずっとお母さまに伝説の勇者さまのお話を聞いていました。

　──この世界が暗黒の混沌に陥った時、東の空より雷鳴とともに現われし勇者。

　勇者さまはとても強くて優しくて、私たちを守るためなら、どんな困難にも立ち向かわれて、何度倒れても諦めずに立ち上がる。そんな素敵な方だと、いつも聞いていました」

「へぇ……。そうなんですか…」

　僕はどこか居心地の悪い気持ちになる。だってそれは僕のことではなく「勇者」のことだからだ。

「私、幼いころからずっと勇者さまにお会いできることを心待ちにして望んでいました。いったいどんな方なんだろうって……」

　ヴィオレッタは憧どう憬けいのこもった瞳で僕を眺める。

　こんな表情で誰かに見つめられたことは初めてだ。

　なんだか自分が偉大で素晴らしいイケメンなんだと勘違いしそうになる。

「勇者さま、あなたにお会いできて私は幸せです」

　ヴィオレッタは目を潤ませて幸せそうな笑みを浮かべる。

　違うよ、僕はそんな男じゃない。ヴィオレッタの思っている勇者みたいにかっこよくない。

「勇者さま、どうかあなたのお嫁さんにしてください。私は幼いころからずっと、勇者さまを思って、勇者さまと結ばれることを信じてきました。これは私の夢なんです」

　群青色の瞳がまっすぐに僕を見る。

　いや違う。

　彼女が見ているのは僕じゃなくて勇者だ。

　ヴィオレッタが結婚したいのは、この僕、押介ではなくて、勇者なんだ。

　ヴィオレッタは美しく、素直で、まっすぐに僕に向かってくれているのはわかる。

　けれどもそれは、僕に向けられている言葉じゃなくて、勇者に向けられている言葉だ。

「ヴィオレッタさん、僕は……」

「勇者さまは、和葉さまのことがお好きなんですよね」

「えっ、えぇっ、なんでですか!?」

　唐突に図星を突かれて、僕の心臓がどっくん跳ねる。マジかよ！　ヴィオレッタさん。

　僕の行動はバレバレだったんだろうか。あっという間に頰が熱くなっていくのが自分でわかる。

「やはりそうなんですね。なんとなくです。女の勘、ですよ」

　ヴィオレッタは一瞬寂しそうな表情を見せるけど、すぐに笑顔に戻ってふふっと笑った。

「勇者さまが和葉さまを選ばれても構いません。それが勇者さまのお答えなのですから。でも、私は私のことを知られないで、選ばれないないことが嫌です。どうかお願いします、勇者さま」

　そう言うと、ヴィオレッタはネグリジェの前ボタンを上から順にひとつ、ふたつ、３つと外していく。

　胸元がはだけて、柔らかそうな肉まんじゅうが僕の前に見え隠れする。服の拘束が解かれたおかげで谷間はないけれど、その代わりに圧倒的な存在感の肉肌がそこには広がっている。

「どうぞ、お好きに……」

　ヴィオレッタは僕の手を自らの胸へ導くと、今度は自分の指を舌に絡めて、じゅぽっとしゃぶって見せた。

　これがもし和葉なら……？

　僕の脳裏に和葉がよぎる。

　やっぱり僕は、和葉の指をしゃぶりたいし、触るなら和葉の胸がいい。どんなに平たくても。

「これでも花嫁修業は受けております。すべてはあなた様に歓よろこんでいただくためです」

「ちょっと待って！　花嫁修行ってそういうことですか!?」

「ええ、もちろんです。妻たるもの、夫を歓ばせることは当然の務めです。そのためのことはすべて身に着けているつもりです」

「あの、あの……ヴィオレッタさん！」

　僕は彼女の肌から己の手を外す。本当はもっとしっかりその先を揉みしだいて感じてみたかったけれど。

　僕の手は僕の手であり、ヴィオレッタの求めている手ではないのだ。

「ご、ごめんなさいっ。ヴィオレッタさんの気持ちはすごく嬉しいし、すごく素敵な女の子だと思うんだけど！」

　僕が話しているあいだ、ヴィオレッタの表情が見る間まにくもっていく。あー、僕はいまきっとこの子を傷つけている。こういうのって嫌だなあ。

　でも言わなくちゃいけない。

「僕はね、ヴィオレッタさんの思ってるような男じゃないんだ。だから僕なんかにそんなことするの、もったいないと思うんだよ」

　ヴィオレッタには、積み重ねてきた想いがある。

　僕はそんな想いに答えられるだけの器を持っていない。

　それに、ヴィオレッタに触れながら和葉のことを想ってしまうなんて、僕はヴィオレッタに対しても和葉に対しても失礼なんじゃないだろうか。

　それになによりも、自分を裏切ることはとても気持ちが悪い。

「わかりました。勇者さまは本当に和葉さまのことを愛していらっしゃるのですね」

　ヴィオレッタがにこりと笑う。

「そこまで言われてしまったら、仕方ありませんわ」

「あ、いや……まぁ、その……ほんとごめんなさい！」

「いいんです。けれど、これで私もすっきりしました。自分の想いも伝えられましたし、悔いはありません」

　ヴィオレッタはさっぱりした笑顔を見せる。感情の起伏が激しい和葉とは大違いだ。

　本当にいい子なんだけどな、ヴィオレッタさん。

「けれどもし、明日の朝までに気が変わったら仰ってくださいね。私のほうはいつでも歓迎ですから」

　ヴィオレッタは、ふふっと笑うと立ち上がった。その瞬間、空気がたわんで薔ば薇らの香りが僕を包む。

「それでは、失礼します。また明日に」

　そうして彼女は扉を開けると、最後に一礼して部屋から出ていった。

　ばたんと扉が閉まって、残された僕は肺の奥からため息をつく。

　マジかよ。僕は決断した己の意思に驚いてしまう。

　確かに僕はヴィオレッタを選ぶことはできない。

　だからといって、和葉を死亡ルートに導いてもいいのだろうか？

　──コンコン。

　その時、扉が叩かれる。

「どうしたんですか？」

　ヴィオレッタが戻ってきたのだと思い、僕は扉を開く。

　するとそこにいたのは、真っ白なベビードール姿の和葉だった。

　キャミソールのように大きく開いた胸元と、Ａラインに広がる裾にはレースがたっぷりあしらわれていて華やかだ。

　和葉の背が低いせいなのか、ベビードールの丈はギリギリ下着が見えない長さで、露出が高いとはいえ辛うじてワンピースと言い張れるデザインに見えた。薄手の素材は透けてはいない。

「押介、ちょっといい？」

　和葉は僕を上目で見るけれど、すぐに目をそらしてうつむいた。少し尖った唇は不機嫌そうだけど、金色の髪から覗く耳は真っ赤で、僕は和葉が現在どういうテンションなのかいまひとつ読み取れない。扇情的な装よそおいは、僕を誘っているのか、それともなんとも思っていない証拠なのか。ねえ和葉、僕は欲情してもいいの？

「うん、いいよ」

「じゃっ」

　そう言うが早いか、和葉は僕の脇を突破して部屋の中へ入ってしまった。まったくもう、勝手というか遠慮がないというのか。

　ヴィオレッタと比べて、緊張感がまったくない。

　扉を閉めて部屋の中に振り返ると、和葉はベッドの縁に腰をかけていた。壁のランプに照らされたその表情は、唇を嚙んでいてなにかしらの決意を感じさせる。

「どうした？」

　僕は和葉の隣に、腰を下ろした。

「ねえ、押介……」

　和葉は僕の目を一度見て、すぐに逸らすけどまた僕のことをじっと見上げる。

「花嫁、どっちにするかもう決めた？」

「いや、なんというか……まだ決められないっていうか……」

　ははは、と僕は笑ってみる。この妙に張り詰めた空気を破りたくて。

「ふーん。やっぱりそうなんだ。押介ってホント優柔不断だね。せっかくヴィオレッタさんが来てくれたのにね」

「えっ？」

「いたんでしょ？　聞こえてたよ」

「あっ。そうなんだ」

「そうだよ。……もう」

　和葉はより僕のそばへと距離を詰める。

　彼女の体温が空気を伝って僕に触れる気がする。

「……ねえ、押介」

　静かな声が室内に響く。

「どうしても選べないなら、あたしがお嫁さんになってあげるよ？」

「えっ、ど、どうしたの!?」

　唐突な提案に僕は驚嘆で仰け反ってしまう。

「なに？　いやなの？」

「いやっ、いやいや、いやっていうかさ、あのさ、ええとさぁ……」

　花嫁はこの先のシナリオで死ぬことになってるんだよ。

　そう告げようとした瞬間、和葉が口を開く。

「いいの、わかってる。押介の言いたいこと。そりゃヴィオレッタさんみたいに、胸は大きくないけど、でもねっ、あたしだって、ちゃんと女の子なんですからね？」

　和葉はわずかな胸の膨らみを自らの手でとらえると、ぎゅーっと真ん中へ寄せる。すると曲がりなりにも谷間ができた。

「えっと、えっと、ちょっと、ちょっと」

　まるで壊れたレコードみたいに、僕の言葉は針が進まず引っかかる。想定外の状況をどうとらえていいのかわからない。

「う、うるさいなあ……。ほら……見てよ」

　窺うように見上げる目は、いつになく強さに欠けていてどこか心こころ許もとない色合いだ。

　和葉は自ら左胸をまさぐると、甘い吐息を漏らして小さく身をよじった。乳房の先端にあるべき突起が、薄布をかすかに持ち上げる。

「あたしじゃダメ？」

　和葉はゆっくりと胸元のリボンをほどく。

「いや、あ……えっと、そ、そういうわけじゃないんだけど……」

　色素の薄い素肌が露わになって僕の視線をとらえるけれど、それも長くは続かない。

「ね……？」

　和葉がすぐにベビードールの前をはだけて、灯あかりの下にその慎ましやかな乳房をさらしたからだ。

　瞬間、僕の目は吸い寄せられる。

　和葉の胸は確かに小さくて、さっき見たヴィオレッタの胸とはとても同じ年頃の女の子とは思えないほどだけど、でも膨らみがまったくないわけではない。こぶりながらも柔らかな曲線は、確かに女性そのものだ。先端を彩いろどるのは、ピンクに染まる小粒の乳頭と乳輪で、そこが特別な場所だと僕に教える。

　和葉の胸を見るのは、５歳の時に庭先のビニールプールで遊んで以来だ。水遊びを終えた僕らは、ふたりとも無邪気に裸になって着替えたものだったけど。

「あのね、あたし、もう赤ちゃんだって作れるんだよ？」

「……知ってる」

　そんなの嫌というほどわかってる。僕の五感はいつだって、和葉を感じようと思えばすぐに開ききってしまうんだから。

　気がつけば心臓が激しく脈打っていて、脳みそをしびれさせている。

　呼吸が上手くできなくなるから、息が自然と荒くなる。

　目が眩くらむよ。

　和葉が僕の右手首をつかんで、おもむろにその胸元へと誘った。

「ねぇ、触って……」

「あ……」

　僕の右手の指先が和葉の左胸にかすかに触れる。

　これはいったいどういう展開なんだ。和葉はなんで僕にこんなことをするんだろう。花嫁アピール？　きっと、たぶんそうだろうことはなんとなくわかるけど、でもなんで花嫁になりたいんだ？　ただ選ばれたいだけなら別に話し合えばいいだけのことだと思うけどでも、目の前の光景と手のひらの柔らかさと温もりに、思考力が蕩けていく。

「ね。なんでもおーすけくんの好きなことして……。おーすけくんが変態なことなら、充分わかってるから。だから、大丈夫だよ？」

　和葉は僕を見上げると、目を細めて微笑んだ。口元に淫いん蕩とうそうな色合いがにじんでいるように見えたのは、僕の願望なのだろうか。

　和葉が僕の手を小さな膨らみへ押しつけると、かすかな柔肉が指をふにゅんと受け止めた。温かい。頭がじんじんと熱くなって目が眩む。

　僕はそのまま乏しい膨らみにめいっぱい指を押し当てて、和葉の柔らかな肉をつかむ。手のひらに感じる肉の粒はふにゅんと柔らかくて、たやすく潰れた。

　和葉は濡れた目の色で、僕を見つめて笑みを浮かべる。

　それは肯定だ。

　僕の本能に対する肯定だ。

　こんな僕を受け入れてくれるのだろうか。

　僕は手のひらを広げて、わずかな乳房を包み込む。

「～～っ！」

　和葉が小さく身じろぎをした。

「ご、ごめん！」

　僕は思わず手を止める。けれど

「いいの……だ、大丈夫だから、続けて」

　和葉は真っ赤な顔で僕にそう言うと、うつむいてしまった。

　彼女がそう言うのなら、大丈夫だろう。

　僕は手の中にある膨らみをしっかりつかんで、もう一度柔肉の感触を味わう。

　これが女の子の膨らみ。女の子の柔らかさ。

　否、そうじゃなくて、和葉なんだ。これが和葉の柔らかさなんだ。

　そう思った僕は、もっと彼女を感じたくてさらに手を動かす。

「ふっ……」

　下から上へ乳房を揉み上げながら、指のあいだで肉を挟み、僕は和葉の乳肉をあますことなく愉しむ。

　自然と吐息が荒くなって、室内に呼気が響くけど、それは僕のものだけではなかった。和葉も時折嬌きょう声せい混じりの甘いため息を悩ましげに吐き出している。

「ねぇ、押介……？」

　熱を帯びた吐息が、僕を熱くさせる。

「あたしのおっぱい、少しは女らしくなったかな？」

　僕は黙ってうなずく。自分の興奮が透けて見られているようでなんだか気恥ずかしい。頰から耳、それから頭の先まで熱くてじんじんする。

「ほら、こっちの胸も触ってよ……？」

　和葉はベビードールの紐を肩から落とすと、右の乳房を僕の前に差し出した。

「う、うん」

　僕は両方の手を和葉の胸に置くと、ただちに動かし始める。どうすればいいかとか考える余裕はなかった。ただこの手のひらで和葉を感じたくて、僕は夢中で彼女の柔らかい肌をまさぐる。

　ふにゅふにゅの感触はまるでお餅みたいで僕を甘く蕩けさせる。

　膨らみは微々たるものだけど、それはまぎれもなく性的器官で、彼女の秘ひ匿とくされている場所だ。

　きっと誰にでも見せるような場所ではないだろう。

　それなら、どうして和葉は僕にこんなことを許すんだ？

　気持ちが知りたい。

　僕は彼女の顔を見る。和葉はうつむいて小さく開いた口から、時折「あ、あ」と声を漏らしていた。

　気持ちを確かめるにはどうすればいい？

「和葉……」

　なにかを言いたいのに、なにを言えばいいかわからず、言葉は続かない。

　乳肉をぐにゅぐにゅに揉み崩しているうちに、乳頭が赤みを増して隆りゅう起きしていく。

　僕はその果実のような肉粒に自然と惹きつけられて、指の腹でひと撫でした。

「あっ……」

　和葉の肩がぴくん、と震える。鼻から抜ける甘い声が僕の脳を直撃して、期待も不安も蕩けていく。

「ふっ……、んんっ、あぁあっ、あ、あ、あ、あっ」

　うつむいていた和葉は顔を上げ、びくんびくんと仰け反っていく。恥ずかしいのか、彼女は手で顔を隠そうとする。けれど、僕がゆっくり乳首をひねると、

「んぅうぅっ、ふぅうぁあぁあっ……！」

　と叫んで、その手は宙でわななくだけに終わった。

「気持ちいいの？」

　和葉は目を潤ませて肩で息をしていた。

「っ……んんぅ……」

　喜悦に満ちた口元から、小さな声が漏れる。

　──かっ……わいい！

　我ながらなんという単純な感想だろうと思う。だけどいまの僕にはそれ以外の言葉は思いつかなかった。和葉の笑顔は僕を瞬時に高揚させる。

「ふぁっ……あぁぁあ……」

　さっきまで彼女に快楽を与え続けたふたつの乳頭はピンと上を向いて屹立していた。まるで「ここだよ」と主張しているように。

　和葉の性の昂ぶりを舐めたい。ひとつ残らずしゃぶり尽くしたい。

　普段の僕ならそんなことを思っても、彼女に指１本に触れられないのに、身体中が熱くて、恥ずかしさも恐れもすべて、劣情の波が飲み込んでいく。

　僕は思い切り、彼女の乳首へしゃぶりつく。

「──っく、ぅ、あぁぁっ」

　一度目は唇で乳輪を包んで中心の小粒をぢゅぱっと吸い上げた。

　和葉の瞳は僕を映したまま惚ほうけていく。

「ふ……あぁぁ……」

　彼女は余韻で震えているようだったけれど、僕は乳首を唇で軽く挟んだ。自然と息が漏れる。いや、さっきからずっと僕の鼻息は獣のように荒くなっている。

　口の中に含んだ突起物は次第に硬度を増して、舌で弾いても抵抗を見せてもう簡単には曲がらない。

「あぅ……うぅっ……」

　けれど攻撃に屈しないのは乳頭のみで、和葉自身はわずかな動きにも声を震わせて、息を吞んでいた。












　僕は一度左側の乳首から口を離すと、今度は右側の乳首を口に含む。

「ひ……うぅ……ぅ……」

　こちらはまだふにゅっとした食感で、僕はれろれろ舐ねぶることで勃起をうながす。

「ゃ、あっ、あ……っ、くふぅっ……んんっ」

　左の乳首に指で触れると、唾液のぬめりでよく滑った。

「ぃ……あぁぁ……ひぅっ、あんっ、あぁっ……」

　和葉は腰を小さく前後させながら何度も小刻みに背筋を震わせる。

　けれど。僕は思う。身体の反応が大きいわりに声があまり出ていないような気がする。ぼくはもっと和葉のいやらしい声が聞きたい。

　僕は硬くなり始めた乳頭をきゅっと吸い上げる。

「ひぃぃんっ！」

　そのままぎゅぅっと唇で圧を加えて、さらに乳首を、和葉を追い込むことを試みる。

「んっ、ん～～～っんぅ…………んんっ」

　身体はぷるぷる震えるものの、声は続かず途切れがちだ。我慢ならしなくてもいいのに。

　シーツは愉悦で乱れていく。

「あ……あぁ……おーすけくん……」

　和葉のうわずった声が僕の鼓膜を伝って背筋をぞくぞくさせる。

「あたしの……赤ちゃんみたい……っく……ふっ……んんんぁっ」

　和葉の四肢が震える。

「おーすけくんの赤ちゃん……っ、産み……たい……っ」

　そう言うと和葉は覚おぼ束つかない手で、僕の頭を抱えて撫でる。

　僕はその顔が見たくて、乳首をくわえたままで視線を上げた。すると、そこにあったのは、上気した頰と桃色に染まった耳、そして慈愛に満ちた和葉の笑顔だった。

　自分が抱いている側だと思っていたのに、抱かれているのは僕のほうなんだ。

　そう気がついた。

　快楽の余韻で震えてはいるものの、彼女の表情はとても穏やかなものだった。

　和葉の笑顔を見ていると、胸の奥が心地よい熱さで焦がされる。わかった。これが愛だ。愛おしい。僕は和葉を愛している。もっと、もっと和葉が欲しい。

「和葉……」

　彼女を仰向けにさせて覆い被さると、桜色の突起の片方を指でぐにゅぐにゅ押し潰して、もう片方は唇でしごくように吸い上げた。

「ゃっ、あっ、あぁ…………っんんっ……ふっ…………」

　その瞬間、和葉は手で顔を覆ってしまった。

「どうしたの？」

「ゃ……あぁ……こえ……あぁ……っく……恥ずかしっ……いぁあぁっ……」

　僕はぴんと張り詰めた乳頭を、指で強く挟んでみる。

「ひぃい……っ、いぃいっ……ぃあぁぁんっ、んんんんんんうぅ……っ……！」

「気持ちいいの？」

「い……いぃ……」

　和葉の胸は僕の手に引き寄せられるように前へ突き出る。

　初うい々ういしい色をしていた乳頭は、いまではすっかり赤らんで発情したように色づいていた。

　僕は再び和葉の乳首を口に含むと、軽く甘嚙みする。

「んひぃぃいぃやあぁぁぁっ！」

　下半身がよじれて、うめき声にも似た甲高い声が漏れた。

「あぁっ、あぁぁっ」

　僕は乳首をちゅっちゅと吸い上げて、もう一方の乳頭のつけ根をぎゅっとつまむ。

「やぁぁあっ、あぁっ……ひぃあぁぁぁあぁっ！」

　脱力した声音は喜悦に彩られていて、和葉がかなりの性的快楽を得ていることは明らかだった。

「こういうのが好きなの？」

「やっ……あぁっ……わ、わかんな……い……っ」

　もっと彼女が悦ぶようにと、乳首をつまんで引っぱってみる。

「や、あぁぁ……あぁっ……！」

　こね回したり、潰したりと、乳頭が形を変えるたびに和葉は腰をはね上げて、自ら下半身を僕の股間へすりつけてくる。

　肉棒はズボンの中でいきり立っていて、少しの刺激も快楽として受け取ってしまう。

「おー……すけ、だめ、あたし……っんっ、ふ……っくぅぅぅんんっ、だめっ、だめぇ、気持ちいの、あぁあんっあたま、とんじゃう、あぁぁんっ、こわれるっ……」

　和葉は苦しそうに眉根を寄せるけど、上がりきった口角で愉悦まみれのよがり声を上げる。

「ごめん、ごめん、だめ、だめ、おーすけ、押介、あん♡　あん♡　あんあんっ♡　イクッ、……っくぅぅぅうぅあぁぁあぁんんっ♡」

　和葉の背中がぐっと反り返った瞬間、小さな身体は強ばってピンと張り詰めた。

「んんんんんん……っふ、っく……ぁあぁあぁぁあぁぁぁんっ!!」

　けれど、そう思ったのも束の間、小さな肢体はびくんびくんと思い切り跳ねる。

「あぁ……あぁぁ……」

　和葉の口から余韻が漏れるとともに、ゆるやかに身体の力が抜けていった。

　僕は彼女に覆い被さっていた身体を離す。

「自分だけ気持ちよくなってごめんね……。次は、おーすけくんのこと、気持ちよくしてあげる……ね」

　そう言うと和葉はよつんばいになって僕の股間に顔を埋めて、思い切りすーっと鼻で息を吸う。突き出したお尻がぴくんと震えた。

「ん……これがおーすけくんの匂い……」

　和葉はとろんとした目で僕の股間に鼻をくっつける。

　大好きな子に僕の身体の中でもっとも汚らわしい部分を嗅がれて、申し訳ない気持ちなのに、背筋がぞくぞくして股間が硬くなる。

「おーすけくんのアソコ、硬い……」

　小さな手が僕の股間をそっと撫でた。

「熱いよ……」

　服の上からこすられて、勃起の形が浮き彫りになる。

「あたしで興奮したの？」

「……そうだよ」

「ふふ、そうなんだ」

　和葉はどこか嬉しそうに膨らみを撫でながら、頰ずりを始める。

　鈍い摩ま擦さつはもどかしくもあるけれど、生まれて初めて他人に触られた感覚はたまらなく、それに相手が和葉ということもあって、下半身はなかば無意識にピクンと動いてしまう。

「押介の……ちょうだい」

　そう言うと和葉は僕のズボンを脱がしにかかる。腰の紐をほどいてウエストを緩めると、服の中に手を入れてズボンを引き下ろそうとするから、僕も腰を浮かして和葉に協力する。

　白いズボンを脱がされて現れたのは白いボクサーパンツ。下着だけはどうも現実世界のものと変わらないらしい。勃起したペニスの先端から漏れるガマン汁のおかげで、濡れて染みができていた。

　服の上から見るよりも股間の隆起はより鮮明で、和葉は再び僕の前にひざまずくと勃起に軽く手を添えて、その形をなぞるように上から口づけていく。唇が根元まで下りると彼女は、自らそこへ顔を押し当てて、深いため息をつく。

「舐めてあげるね」

　和葉は淫らに色づいた目で僕の下着に手をかけ、引き下ろそうとする。

「あ、あ……ちょっ」

　直接触れられることは嬉しくてたまらないけれど、僕のち○こは皮の中だしやっぱり恥ずかしい。

　迷う僕をよそに、和葉は僕の下着を下ろしてしまう。

　上を向いたペニスの先が下着に引っかかってスムーズにはいかないけれど、彼女は優しい手つきでペニスを押さえて最後まで下着を下ろした。

　すると現れたのは大きく反り返ったペニスだった。

　それは自分のモノとは思えないほど大きく膨らんでいて、亀頭も半分以上露出していた。

「え？」

　僕は声を上げる。

「ねぇ、おーすけくん。おーすけくんのおち○ちんってこんなに大きかったっけ……？」

　和葉の小さな手が僕の根元を握る。

「え、え？」

「幼稚園の時に見たのと全然違うよ。形だって、なんか、すごく……」

　和葉はまた深いため息をついた。

　天を仰ぐように屹きつ立りつしたペニスは、赤く充血して膨らんで先端を先走りの液で濡れ光らせている。幹の部分には血管が浮き出ていて、自分でも少し怖くなるほどの勃起だった。

「僕だってこんなに大きくなったの、初めてだよ」

　いままでさんざんオナニーをしてきたけれど、どんなオカズも僕のペニスをここまで大きくすることはできなかった。だから、自分は小さめなんだというコンプレックスがあったんだけど。

　これじゃ、これなら……。

「すごいおっきいね。これが大人のおち○ちんなの？」

「知らないよ！」

　照れもあって僕ははぐらかす。だけど半分は本当のことだ。

　ずっと子どもじみていると思っていたのに、僕のペニスは和葉を前にするだけで、こんなにも大きく膨らんで成熟した姿に変わるなんて。

　身体は僕よりも僕のことを知っている。

「ねぇ、これなぁに？」

　和葉はそう言うと、亀頭の先に口づけて先走りを舐めてしまう。

「ん……」

　温かい唇が粘膜の敏感な部分に触れて、僕をしびれさせるような快楽で包む。

　和葉は握った根元をゆっくりしごくと亀頭を完全に露出させる。先端に吸いついていた唇をスライドさせて亀頭をぐっぽり咥えてしまった。

「はぁ……」

　ぬっちょりしたものが、僕の下半身をだらしなく蕩けさせていく。

「ん、ん……」

　小さな手が勃起を上下にしごくと同時に、亀頭がじゅぱじゅぱしゃぶられる。

「なんかスゴい気持ちいい……」

　そう言うと和葉は嬉しそうに目を細めて、今度は舌先で尿道口をつんつんしたり、そうかと思えば全体へ舌を絡めながらくびれまで下りてカリ首の部分をぺろぺろ舐め始めた。

　赤く張り詰めた肉茎は牡の本能そのもので、あけすけなほど僕自身だ。

「ふふ。美味しいよ」

　愛おしそうな笑みを浮かべると、和葉は僕のものを口に収めた。

　小さな口は僕のモノを収めて上下する。ぬらぬらとした口腔肉がペニスにみっちり吸着しながら、亀頭もその先もしごき上げた。

「ん、んん、んん……」

　唇が亀頭冠を滑って、ぢゅぶぶぶぶと汁音が派手に響く。ペニスが温かさから解放されるけどそれも一瞬で、熱い粘膜は再び僕を迎え入れて、幹のなかばまでぬらりと包み込む。

「あぁ……」

　甘いしびれが身体中を駆け巡って、たまらず僕はため息をつく。

「気持ちいい？」

　ぢゅぽっと咥えていたものを離すと、和葉は尋ねる。

　赤く充血した屹立は唾液まみれでぬらぬらと光っていて、卑ひ猥わいな存在感を放っている。気のせいなのか、さっきよりも亀頭もパンパンに膨らんでいる。

「うん……すっごい……いい」

「よかったあ」

　そう言って和葉は、にこっと笑うとパンパンに膨らんだ滾たぎりをまたぱくっと咥える。

　僕のペニスは和葉の口にはあまるようで、粘膜が根元を包み込むより早く、僕の先端は彼女の喉奥へと達してしまう。

　それをわかっているのだろう。

「んっ、んんっ、んんんんっ」

　和葉は握ったペニスを離すことはなく、肉胴のなかばから根元へ向けて、口内奉仕とはまた違ったリズムで僕の性感を高め続けている。唾液が指に絡まって、摩擦がぬっちょりと湿り気を帯びたものに変わっていった。

　背筋がぞわっと粟あわ立だって、腰がなかば無意識的に和葉の口内を突き上げるような動きをしてしまう。

　少しでも奥へ進みたい。

　自分の分身をあますことなく注ぎ込みたい。

　そんな本能なのだろうか。

　それにしても、ずっと好きだった和葉の内側に包まれていることは幸せで、僕の頭と身体は快楽で境界を失うように溶けていく。

「ふっ……んぐっ……んんっ」

　和葉が苦しそうなうめき声を上げる。

「ご、ごめん」

「ん、んん……」

　和葉は小さく首を横に振る。

　その表情には苦しそうな色はなくて、それどころかうっとりと細めた目には喜びの色すら浮かび上がっていて、僕はその表情をもっと眺めたくなる。

　快楽でどろどろに爛ただれた顔の和葉を見ながら射精したい。

　身勝手な欲望が湧き上がる。

　僕は少しだけ前屈みになると、和葉の両胸の先端を捕まえた。

「ふっ……！」

　和葉がぴくんと震えて、ペニスへの摩擦が停止する。唇に力が入っていて、そこだけが狭いリングのように僕を締めつけた。

「続けて、お願い」

「んっ……」

　僕に乳首をつままれたままで和葉は再び顎あごを上下に動かして、肉棒への愛撫を再開する。

「んっ、んんん～～っ!!」

　力の抜けた舌が、ペニスの上を震えながら蛇行する。

　口内の前後運動は一応続いてはいるものの、緩慢な動きの繰り返しになっていた。

　僕は自ら腰を動かして、口内粘膜をこする。

「和葉……」

　名前を呼ぶと、口の中がすぼまって、肉幹が熱く包まれる。

　コリコリに起たち上がった乳頭を指で潰すように圧をかければ、和葉は「んん～～っ」と喉の奥で叫びを上げた。

　いままでよりも強い反応を見せる彼女に僕は確信を得ると、小粒をつまんでゆっくり左右にひねる。

「あ……んんっ、やぁあ、ひぅぅっ、ふあぁ……あぁっ」

　ペニスは一度口内から放たれるけれど、すぐにまた熱い粘膜が吸着して海綿体へ血流を運ばせる。

「ふっ、んっ、んんっ……」

　和葉は男肉に口内でしがみつくことでこの悦びに耐えているようだった。

　吸着する肉の中を僕は何度も突き上げる。

　ずるるるる、ぢゅぽっ。繰り返し響く水音と、和葉の甘くうわずった声が入り交じって、辺りを淫いん靡びに染めた。

「あぁ、和葉……」

　ペニスの根元よりもっと奥から、むず痒がゆい甘さがこみあげて、僕をたまらなく蕩けさせる。腰の動きが加速して、口腔内を穿うがつことで僕は肉の悦びを貪り得る。

　張り詰めた肉と唇がこすれて、ずぶぶぶぶ、と音を立てて唾液が飛び散った。

「んんっ、ぐっ、ぅんっ、んんっ、んんんんっ！」

　和葉の声も昂ぶって、先ほどよりも切迫したものに変わっている。彼女は固く目を閉じて、全身を襲う悦びと、口内を犯される苦しみに耐えているようだった。

　僕は乳頭を指で転がして、和葉をさらに追い上げる。早くイッてしまえばいいのに。

「ふっ、んんっ、あぁあ……っくぅ、んんっ、ん～っ、んん～っ！」

　もう彼女はペニスから手を離していた。握り続けることができなかったのだ。

　和葉の手は僕のももの上に置かれて、強く握ったかと思えば力なく悶えたりと落ち着かない。それほどに彼女はいま、切迫している。

　だけどそれは僕も同じで、背筋を駆け抜ける快感が発射衝動へと変わって男根を突き動かす。

「あぁ、和葉、和葉、和葉、かずは、かずは……っ！」

　睾丸がせり上がって根元を突き上げると同時にペニスは硬度を増して、その時を確実に狙っているようだった。

　これは和葉の中へ、奥へ、漏らさず逃さず注ぐための肉器官なのだ。

　本能が精管を駆け上がって、突端から暴発してしまいそうだった。

　ダメだ、あと少しだけ。僕は括かつ約やく筋きんに力を入れる。口の中に出すわけにはいかない。

「イクよ、イクッ、出るっ、でるっ！」

　僕がペニスを引き抜こうとする。

　けれどその瞬間、和葉は僕の腰に手を回して、股間と顔を密着させると、自らペニスを喉の奥まで導いた。

「ちょ、あ、あぁ……っ、」

　もう止められない。

　尿道口は決壊し、熱液が噴出した。

　びゅびゅびゅびゅびゅっ。びゅびゅっ。

　限界まで昂ぶった牡肉器官から、煮え滾る精子が和葉の中へ放たれていく。精管がポンプのように膨らんでは収縮し、ただの屹立を暴力的に脈動させる。

「うっ、うぅっあぁ……っ！」

　快感が背筋を貫いて、僕は思い切り仰け反る。それと同時に和葉のわずかな膨らみを、力の限り歪めてしまった。

「ひぃっいぃぃいっんん♡　んあぁぁあぁっ♡　あぁっ、あぁぁぁあっ！」

　下半身一帯が熱い高揚感に包まれて、脳天までしびれる。

「あ……うぅっ……」

　身震いをすればそれがまたきっかけになって、精液が吐き出される。

　和葉は僕の腰に腕を絡めたまま、その肢体を激しくわななかせている。

　口はだらしなく開いたままだけど、僕のを咥える意思はあるらしくて、震える唇は肉棒に近づこうと震えている。

　僕はそのまま喉奥につけた発射口から、精子をただ注ぎ続けた。

「んっ、うぅっ、んんっ、んんっ」

　和葉は再び僕のモノを咥えると、ぢゅるぢゅる吸い上げる。

「あぁ……」

　熱くぬめった肉の中で、僕のペニスは狂ったように暴れ続けた。

　幾度も精を吐き続けているのに、射精は終わる気配がない。

　普段より量が多いうえに、吸い上げられてしまっては溜めていたものはすべて出すよりほかにない。

「あぁ……はぁ……」

　発射を終えると僕は、ゆっくりと和葉の口からペニスを引き抜いた。少ししぼんだ男茎は、唾液で濡れて糸を引いている。

　和葉は僕の股間から顔を離すと口元を手で押さえて、そしてごくごくと二度ほど喉を鳴らした。

「ん……おいし……っ」

　そして現われるのは、陶然とした笑顔。

「ちょっ、まさか飲んだの!?」

「うんっ」

「え、え、あ、あ、そんなの飲まなくていいのに！」

「え、あれ。そうなの!?　ごめん、おーすけくんの持ってる本だと、みんなこういうことしてるから」

「いやいや、あれマンガだから！」

「……!!」

　僕が言った瞬間、和葉は顔を赤くして、手で覆ってしまった。

「ごめんね。あたしそういうのよく知らなくて……」

　和葉はうつむく。

「違うよ、僕は……嬉しかったんだよ！」

「え？」

　和葉が顔を上げた瞬間、僕は彼女の細い肩を抱く。

　なんて思わず、イケメンみたいなことをしてしまったけど、このあとってどうすればいい？

　心臓がドクンドクンと大きく脈打っている。和葉にバレちゃうかな。

　和葉の肌の温かさと柔らかさが次第に僕に溶けていって、少しずつ穏やかな気持ちになっていく。

　こんなのがずっと続けばいいのに。

　僕は和葉が大好きだ。

「ねぇ、押介」

　和葉は僕をまっすぐに見上げる。

「あたしね、本当は花嫁候補からは身を引くつもりだったんだ。でもね、さっきヴィオレッタさんが押介の部屋に入っていく声を聞いたら、もう自分の気持ちを抑えられないなって思ったの。どっち選ぶかは押介の自由だけど、でもね、せめて気持ちだけでも伝えないと、後悔するって思ったんだ」

　和葉は一度きゅっと唇を嚙む。

「好き」

　そうして穏やかな笑みが僕に向けられた。

「へ!?」

「あたし、押介が好きだよ」

「え、え、え、えあ、あ、あ、あ、ほ、ほんとに!?」

　僕の声は素すっ頓とん狂きょうな調子になってしまう。驚きのあまり、嬉しいのかなんなのか自分でもよくわからない状態だ。

「……そうだよ。押介にふられるのが怖くて、この気持ち、なかなか言えなかったんだ」

「ちょっと待ってよ、それは僕！」

　僕は和葉の言葉をさえぎる。ここで伝えなければ、一生後悔する。

「僕も和葉が好き！　好きなんだよ、ずっとずっと好きだった。でも言えなかった。だって言えるわけないじゃん。もし僕が告って気まずくなったら、一緒にゲームだってできなくなるし、そんなのつらすぎるじゃん！　だから」

「ねぇ、押介。あたしたちって実はずっと両想いだった、ってこと？」

　不安と驚きと喜びが入り交じった顔で和葉が言う。

「そう……だよね？」

　僕はもう一度、彼女の意思を確かめたくて瞳をじっと見つめてしまう。本当に僕は臆病だ。

「ま、あたしは押介のこと、大好きだけど？」

　和葉の目の色が悪戯いたずらっぽく輝いている。

「なんだよそれ、僕も和葉のこと、大好きだよ」

　僕らは顔を見合わせて、ふたりで笑う。

　そして少しのあいだ見つめ合うと、和葉は僕の唇にそっと自分の唇を重ねた。

　初めて感じる女の子の唇は、ふっくらとしていて柔らかくて温かい。

　繊細な部分に触れさせてもらっていることが、僕を和葉の前にひざまずきたい気持ちにさせると同時に、誇らしい気持ちにもさせる。

　唇を離すと和葉は、愛おしいものを眺めるような眼差しで僕を見る。その眼差しは僕の心に温かく染みていく。

「なーんだ、バカみたいだね、あたしたち。ずっとお互いの顔色見て、言えなかったんだ」

「しかもふたりとも勘違いだし！」

「ねえ、それじゃあ花嫁はあたしを選んでくれるよね？」

　和葉が満面の笑みを僕に向ける。

「えっと……あぁ、うーん……それはまだ……決められてない」

「なんで？　両想いなのに？」

　和葉が不機嫌そうな目つきで僕を見上げる。

「そうだけどさ、でも花嫁には選びたくないんだよ」

「どうして？」

「どうしても」

「なんで？　そんなのあたし、納得いかないよ」

「いや……」

　僕は言葉に詰まる。けれど本当のことを言えば、きっと和葉に余計な心配をかけるだろう。

「やっぱりヴィオレッタさんがいいの？　あたしよりヴィオレッタさんと子作りしたいわけ？」

「違うよ！　そういうことじゃない！」

　僕は全力で否定する。誤解されたらたまらない。

「じゃあなんで？」

「……いまは言えない」

　僕らのあいだに沈黙が訪れる。

　長く感じたけれど、実際は１分も経ってなくて、僕が大きなため息をひとつ吐くと、和葉は再び口を開いた。

「あのね、押介。あたしなら覚悟はできてるんだからね」

　和葉が僕の目を覗き込む。

「え、なんの？」

　もしかして知ってるんだろうか。

　否、でも。

「花嫁になる覚悟。あたしなら、なにがあっても押介のこと幸せにしてあげるから」

　そう言うと和葉は唇をきゅっと結んだ。

「ありがと和葉。でも、そうじゃなくて一緒に幸せになろうよ」

　僕はもう一度和葉を抱き締める。

「僕はみんな幸せになる方法を考えたいんだ。だから和葉、明日まで待って。ごめんね」

「わかった」

　和葉はうなずく。

「でもね、覚えておいてね。あたしの幸せは押介なしじゃあり得ないってこと。だからね、絶対に無茶なことはしないでね」

「うん、大丈夫だよ」

　僕は自分をまっすぐに見る恋人の頭をぽんと撫でる。

　和葉は心地よさそうな笑みを浮かべて僕の手に身体を寄せた。
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　翌朝、目が覚めると和葉はベッドの中にいなかった。

　あのあと、確かにふたりで抱き合って眠ったはずだったのに。

　窓から差し込むのは強烈な朝日で、今日もこの世界は冒険日和びよりだ。

　僕は服装を整えて、室内の洗面器で顔を洗うと部屋を出た。

　和葉の部屋を覗くけど彼女の姿はないから、仕方なしに僕はひとりで中庭を歩いてグルートンのいる本邸へ向かう。

　中へ入るとメイドさんのひとりが僕を出迎える。

「まぁ、勇者さま！　お待ちしておりました。みなさんお集まりですよ。さぁ、どうぞ」

　そう言った彼女に連れられて、僕は大広間へ足を運ぶ。ううん、正確には運ばされているのだ。足は僕の意思とは関係なく、前へ前へと踏み出していく。

　少し怖い。

　大広間に着くとすでにグルートンと妻、ヴィオレッタ、そして和葉の４人が待っていた。

「おはようございます。勇者さま」

　グルートンが僕に言うと、ヴィオレッタはたおやかな笑みを浮かべてお辞儀をする。

　一方、和葉はなんとも言えない少し沈んだ面持ちで、僕を見た。

「それでは早速おうかがいしますよ」

　イベントが始まる。

　恰幅のよいグルートンを前に、僕は固唾を吞んだ。

「花嫁は誰になさいますか？」

　彼が尋ね、僕は答えようとする。

　──僕は誰とも結婚しない！

　そうすれば誰も死ぬことがないし、和葉と離れることもない。

　ナイス僕！　これで万事解決だ。

　そう思ったんだけど。

「──??」

　声が出ない。

　もう一度、僕はきちんと言おうと試みる。

「僕は──」

　だけどその先は声にならなかった。

「どうしたんですか？　勇者さま。さぁ、早くお気持ちをお聞かせください」

　和葉の不安そうな視線が僕をなおさら焦らせる。

「えっと……だから僕はその……」

　どうしよう。ここでもやっぱり僕は、ゲームの中の流れに逆らえないのだろうか。

　気がつくと僕の前にうっすらとドットで描かれた文字が見える。




-------------------

▼ヴィオレッタ

　かずは

-------------------




　あーそういうことか。

　これはきっとこのふたりのうちのどちらかしか選べないということなんだ。

　僕の運命はゲームのシステムに支配されている。

　仕方がないってことか。

　僕が選ぶことができる相手は、この世界にたったひとりしかいない。

　彼女以外を選ぶことはできないけれど、できることなら選びたくなかった。

「花嫁は……和葉にします」

　低く重い声が出た。

　けれどその瞬間、拍手が湧き起こる。

「そうですか、わかりました。いやあよかった、めでたいなあ」

　グルートンが明るい声で言う。

「花嫁が娘のヴィオレッタじゃないのは残念ですが、けれどめでたいことには変わりありません。いやあ素晴らしい。それでは勇者さま、約束です！　私の目の前で結婚式を挙げていただきますよ。そうですね、今日の夕方からいかがでしょう？」

「えーと……そうですね……」

　一方的にまくしたてるグルートンに圧倒された僕は和葉に目で助けを求める。

「いいんじゃない？　どうせそういうシナリオなんだから」

　さっきまでのくもり顔はどこへやら、和葉は満面の笑みでこう答えた。

「まぁそっか」

「うん、そうだよ。せっかくだもん、お言葉に甘えて、ね。きっとすごいご馳走が出るんじゃない？　あたしウェディングドレスも着てみたいし♪」

　和葉は悪戯っぽく笑った。

「うん、そうだね、わかったよ」

　僕は彼女の提案に深々とうなずくと、笑顔でグルートンに向き直る。

「それでは、お願いします」

「はい、わかりました。それでは式は今日の夕方に執とり行なうことにしましょう。それまでに心の準備を整えておいてくださいね！」

　グルートンはウィンクを最後にひとつ僕へ見舞うと「あー忙しい！」と言って２階へ消えてしまった。
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　この世界の結婚式は中世ヨーロッパと同じ教会式で、壮麗なステンドグラスとチャペルのもとで、僕は和葉に「結婚してください！」と言って、ふたりで永遠の愛を誓い合った。ひとまずこれは、ゲーム内のみでの「永遠の愛」ということになるけれど、でも僕は本気だ。

　どんなに控えめに言っても、おそらく和葉より好きになれる女の子なんていままでもこの先も現われないだろうし、ほかの誰かを待っても待たなくても、僕はいまここにいる彼女が好きだ。

　きっとそういうことが積み重なって永遠になるのだろう。

　ベアトップのウェディングドレスを着た和葉は、夕日の差し込む教会の中でいつになく清楚で輝いて見える。

　震える手で指輪を交換したあとは、ベールを上げて、町中の人やグルートン、それからヴィオレッタの見守る中、僕は軽く和葉に口づけて、その唇の温かさにしびれたりしつつも同時に襲う緊張と恥ずかしさに吞み込まれたりする。

　平常心はどこにもない。

　式のあいだにもうひとつ嬉しくなったことは、終始ヴィオレッタを親しげにエスコートしている男性がいたことで、彼の表情を見ていれば、ヴィオレッタに恋をしていることは明らかで、僕は彼が彼女の「勇者」じゃないのかな、なんて思う。

　ヴィオレッタにも幸せになってほしい。ゲームの中のキャラだけど、僕は祈らずにいられない。

　式が終わると、グルートンはお祝いだと言ってまず僕らに５０００ＤＰをくれ、そしてこの家に代々伝わるブレイブシールドと、中型船をゆずってくれた。

「いいんですか!?」

　思わず僕が聞くと、

「もちろん！　勇者さまのお役に立てるのなら、光栄ですよ！」

　グルートンは気持ちのいい笑顔で答えた。さすがは人格者。

　新しいアイテムはすぐに使うのがＲＰＧの鉄則ということで、式を終えた僕と和葉はすでに船上にいた。

　しばらくのあいだ、答えが出るまでこうして船でゆらゆらといろんなところへ行って時間を稼ぎたい。僕はそんな風に考えている。

　船の内部にはいろいろと複雑そうな設備があったけれど、それらはすべて飾りで、実際に操作をするのは船前方の窓の前にある大きな十字ボタンと４つの丸ボタンだった。すなわち、スーパーホームコンピューターのコントローラーと同じだ。

　そんなわけで船の操作はらくらく簡単で、船体や海うな原ばらがリアルなことを除けば僕はゲームをするような気軽さで船を進めていった。

　海の上は穏やかで、モンスターが出る気配はない。

　僕らはふたり、運転室で並んで本来ならドットで描かれているはずのハメドリの海の景色を眺めていた。

　和葉は僕に身体を寄せて、ハネムーンの雰囲気を醸かもし出している。

「ね、おーすけくん」

　和葉が口を開いた。

「なに？」

「今日から子作り、がんばろうねっ」

「は、は、は、はい!?」

　唐突な誘いに僕は動揺してしまう。赤ちゃん作るとかってなに！

「ちょっと、なに？　その返事」

「いやいやだって、いきなりなんの話してんの!?」

「そう？」

「そうだよ！」

「だって、このゲームって勇者の子供が出てくるんでしょ？」

「まぁ……そうだけど」

　確かにパッケージにはそのイラストがあるし、僕もゲームを始めた当初に勇者の子供が出てくることは話していた。

「それじゃ、がんばって作らないと！　どうせ子供が出てこないとストーリー進まないんでしょ？」

「そう……なのかな……？」

　それは確かに和葉の言うとおりだ。ゲームクリアを目指すのなら、子供の存在は欠かせないし、そもそも花嫁が妊娠しないとシナリオは進まない。

　今後のシナリオは、「妊娠発覚」のイベントの流れになっているけど、それはたいがい、オンウィーアからすぐの南東の大陸、アンサントの町で発生することになっている。

　けれど、それはかならずしもアンサントの町で行なわれるわけではなく、道中のフィールドで発生することもあって、おそらくはなんらかのパラメータがある一定数値に達したら妊娠発覚のイベントがあるものと思われている。

　イベントの発生条件と思われているそのパラメータは、プレイヤーたちによって「好感度」ではないかと予想されていて、好感度が高まった時点で妊娠発覚イベントが発生するということは、暗にセックスをしたことを示唆してるんじゃないかと考えているプレイヤーもいるのだ。

　妊娠が発覚すればその時点で和葉がパーティーを抜け、出産準備のイベントへと突入していく。

　そこからはおそらくノンストップだろう。

　花嫁選びのイベントのように。

　あんな風に始まってしまえば、僕の力ではどうにもできなくなる。

　だから、妊娠発覚のイベントを発生させるわけにはいかない。

「ねっ、だからおーすけくん？」

　和葉が楽しそうな表情で僕を見上げる。

「早くふたりの赤ちゃん、作っちゃおうよっ♡」

　そう言うと和葉は僕の腕にぎゅっとしがみついた。

「ああ、うん、そうだね……」

「ちょっと、なにそれ、そのやる気のない返事！」

「いやべつにそういうわけじゃないよ。えっ、ってことは和葉はヤル気満々なの？」

「当たり前でしょっ」

「えっと、赤ちゃんってどうやって作るかわかってる？」

「そんなのわかって……」

　と言うや否や、彼女の顔は赤く染まってゆく。

「だ、だってそんなの当たり前でしょっ。あたしたち、一応夫婦なんだしそれに……大好きなおーすけくんとなら、そんなの、いつでもしたいに決まってるっ……！」

「それは光栄……」

　和葉が静かにうつむいて、それに少し遅れて僕もうつむいてしまう。

　まったく21歳にもなって僕たちは、なにを恥ずかしがっているのだろう。

　僕だってできることならすぐにでも和葉と子作りというか、それに準ずる行為というか、率直に言うとなんでもいいから結ばれたい。

　僕の脳裏に「先っぽだけ」とか「外出し」のワードが過よぎるけど、すぐに頭をぶんぶん横に振ってそれらをふるい落とす。

　そもそもあんなの避妊のうちに入らないし、それで妊娠してしまった話は、ネット上でたくさん見かける。もしこれがリアル世界なら、和葉が妊娠しても僕が責任を取って本当に結婚すればいいだけだから、かまわないといえばかまわないのだけれど、でもいまはそんなわけにはいかない。

　和葉の命がかかっているのだから、だから「たぶん」や「おそらく」などには賭けられない。

　いったいどうすればいいんだ。

　否、どうにもできない。いまのところは。

　穏やかな海を進んでゆくと、北西方向に大陸が見えてきた。ってことは、目の前の大陸は間違っても、アンサントの町ではないだろう。

　それなら、ここで下りてもイベントは進まないだろう。

「ねえ和葉、いったん大陸に降りてみない？」

「うん、いいよ」

　和葉の同意を得た僕は、十字ボタンで船を寄せると、手のひらで赤いボタンをえいやっと押して船を降りた。
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　大陸に降り立った僕たちがたどり着いたのは、エンハンブレという町だった。

　攻略サイトはチェック済みだけど、丸暗記しているわけじゃないから、僕はこの町を本来訪れるべきタイミングがいつなのかよくわかっていない。

　エンハンブレも外壁でぐるっと囲まれていて、オンウィーアと似たような造りだったけど、中心に大きな星ほし見み塔とうがあることが、この町の特徴だ。

　僕らはひととおり、町の中を歩きながら人々に話しかけてみるけれど、みんな「こんにちは！」とか「ここはエンハンブレ。旅の方が来るなんて珍しい」とか「最近うちの猫ちゃんを見かけないのよ。どうしたのかしら」くらいしか言わなくて、僕は内心ほっとする。ここにいる限り、シナリオは進まないだろう。

「ねえ、おーすけくん。この先って、どうすればいいのかなあ」

　町を１周して入り口に戻ると、和葉が口をへの字に曲げる。

「うーん、そうだねえ……」

　僕は腕組みして考える。どうすれば、ここでしばらく時間を稼げるだろう。

「とりあえずさ、ここの武器とか防具、けっこういいの揃ってたじゃん？」

「うん」

「だから、しばらくのあいだお金を稼いで、ここで買い物をして、それで装備整えてから考えない？」

　この町の武器や防具はみんなだいたい３００００ＤＰ超えの高級品揃いで、現在の所持金が１００００ＤＰちょいの僕らにとって、ひとつを買うだけでもかなり大変なことなのだ。

　本来は、こんなプレイはしないほうなんだけど。

「うーん、わかった。いいよ」

　和葉は不服そうにうなずく。

　結局この日はフィールドへ出るとすぐ夜になってしまったため、僕らは宿に泊まって「がんばるのは明日から！」と拳を振り上げた。

　そもそも僕らが戦ったのはまだ、あの時のゲルゲル１体だけでいまひとつ自信もない。

　今日は鋭気を養ったほうがいいだろう、ということで僕らの意見は一致した。

　疲れた僕らを出迎えたのは、若くてきれいなおかみさんと肉料理とパンとスープで、それらを笑顔でたいらげたあとは風呂に入って、そして、僕と和葉は同じ部屋の中で座っていた。

　受付で聞かれるがままに夫婦だと答えたからなのか、僕らはダブルの部屋に通されていた。

　部屋の真ん中には大きなダブルベッドがひとつ、でーんと陣取っていて僕にイチャつくようプレッシャーをかけているような気がしてしまう。

　現実世界のホテルなら、テレビがあってそれできっと和なごむんだろうけど、ここにいま僕らの息遣い以外にある音は、虫の鳴き声くらいだ。

「広いベッドだね～」

　和葉は脳天気そうにえへへと笑って、白い木綿のネグリジェを着た身体をベッドの上に投げ出す。

　裾がめくれ上がって彼女のももが露わになって、もともと乏しい胸元はさらに平坦になった。

「きもちいーよー。ほら、おーすけくんも早くー！」

　和葉はにへらと笑うと僕に向かって手を伸ばす。

「あ、うん……」

　仕方がないから僕は、ベッドのふちに腰かけて、そのまま寝転ぶ。

　すると和葉がごろりんっと寝返りを打って、僕との距離を詰めた。

　お風呂上がりの和葉からは、甘い石せっ鹼けんの香りがほのかに立ち上がって、僕の股間の血流を異常によくさせる。

「ね、おーすけくん……」

　和葉は照れ笑いを浮かべたまま、僕を見つめる。

「ちゅーしたい……」

　そう言うと和葉は僕を見つめたまま、３秒ほど赤い顔で沈黙。

　キスなんて僕もしたいに決まってる！　けれどこの状況で唇を重ねてしまったら、僕はその先を踏みとどまれるのだろうか。

　自信がない。

　けれども……。

　僕の唇は和葉のそれに吸い寄せられる。

　気がつくと僕は目を閉じて唇を重ねていた。

　ふっくらと柔らかな感触。これが和葉との３回目のキスだけど、落ち着いた気持ちでできたのは今日が初めてかもしれない。

　僕はじっくりと、彼女の唇に自分の唇を押しつける。もっともっと密着して、僕のことを感じてほしくて。

　すると突如熱くぬめった肉が、にゅるっと僕の唇の隙間をついて内側へ侵入しようとする。

　その感触は甘美で、また和葉が僕を粘膜で求めているということが、脳天を快楽電流で貫いた。

「ふ……」

　僕の唇はあっさり陥落。

　ただ和葉を受け入れ、求めに応じて舌を差し出して、たどたどしい絡みに身を任せる。

　ぬっちょりしたものが舌を這うたびに、僕の身体の芯の部分に甘いしびれがかすかに走る。

　ぬちょっ、ぢゅぽ……んちゅっ♡　ちゅっ♡　と唾液が喜悦に満ちた弾み方をする。

　いつしか僕の股間は先走り液を漏らしながら、屹立していた。

　目を開ければ焦点が合わないほどの近距離に和葉の顔。

　彼女はしっかりと目を閉じている。

　この熱と肉の生々しい感触と、響く唾液音は僕の思考力を甘やかに奪っていく。和葉が欲しい。もっと欲しい。

　だけどこれ以上続けたら本当にもう戻れなくなる。

　僕は和葉から唇を離した。

「ね……キスって気持ちいいんだね……」

　和葉は呆けた目で僕を見つめると、微笑んだ。

　これは絶対期待してる。

　和葉はこれから僕とセックスをするつもりだ。いやいや、普通そうだよね。だって僕も、このあとすぐに和葉にしゃぶりつきたいもん！

「ああああああー！　なんか今日は疲れたし、明日に備えて寝よー！」

　性欲でぬめった空気を乾かしたてく、僕はわざと大きな声で言う。

　そうでもしないともう歯止めがきかない。

「あ……うん。わかった」

　和葉の声は露骨に寂しそうなトーンを帯びる。

「おやすみっ！」

　僕は和葉に背を向けて、うつぶせに布団を被った。

　ペニスはその硬度を保ったままで。
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　翌日僕らは目が覚めると、朝食を食べて、身み支じ度たくをして、フィールドへ出た。

　朝から太陽が頭上に来るまでのあいだに仕留めたモンスターは、ネコモドキ、マッシュルームヘッド、ザクロラウネ、ミスターレイン、という感じで、初めはとまどってばかりの僕らだったけど、ゲーム的には一応そこそこのレベルらしくて、身体のほうが戦いにうまく反応してくれた。

　剣だって使ったことなんかないのに、なぜだか僕の手は斜め斬りも上段斬りもたやすく繰り出せてしまうのだった。

　一方の和葉は聖魔術師だから主に回復役だけど、時に唯一使える打撃系魔法で敵を痛めつけたり、聖者の杖から稲妻を放って支援してくれた。

　三度目の戦闘辺りから、僕らのあいだにアイコンタクトが成立し始め、５回目からは完全にふたりの戦い方の流れができていた。

　それというのも、勝手に動く僕を和葉がよく観察していて、ちょうどよい魔法でいつもサポートしてくれるのだ。

　まったくもって本当に最高の嫁だと思う。照れくさいから、和葉には言わないけれど。

　昼でいったん区切りをつけて、町の酒場で昼飯を食べれば、午後も町のまわりで戦いをする。

　結局午前中と似たようなことの繰り返しで、戦果はザクロラウネ、メタリックビーンズ、オベリスクマスター、スロウヘーゼルとだいたいこんな感じ。

　そして今日一日の収入は。

「３８２６ＤＰ！」

「少なっ」

「こんなもんでしょ」

「うーん、でもこのペースじゃいつまでかかるんだろ」

　と和葉が眉間にしわを寄せて考え込むから、僕は

「まあ、けっこういい感じだと思うけど」

　と明るい声で言い放って空気を変えようとする。

　すべては和葉と楽しく暮らすためだ。

　ふたりで揃ってこのゲームを終わらせて、この先もずっと一緒にいるために。

　少しでも時間を稼いで、そのあいだに僕はなにかいい方法を見つけたい。

　宿へ帰ると僕らは本日分の宿泊費４００ＤＰを支払って、晩飯を食べ、風呂に入り、部屋へ戻った。

　僕らの部屋は昨日と同じ部屋で、僕はわりと早めに「おやすみ」と言うと、布団に入って眠りに就いた。

　キスをするくらいなら問題ないけど、でも僕がその先を我慢する自信がない。それなら最初からなにもしないほうがいい。

　気持ちのままに振る舞えば、和葉が死ぬことになるかもしれない。

　だからいまは仕方がないんだ。

　僕は和葉に背を向ける。

　和葉のため息が聞こえたけれど、いまは仕方がない。僕も布団に顔を埋めた。
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　次の日も、その次の日も似たようなもので、違うところはといえば、食事の内容と、寝る前に和葉がベッドの中で僕の背中にくっついてきたことくらいだ。

　和葉は僕の耳元で、「ね、おーすけくん……」と呼びかけるけど、僕はもう眠ったことにして返事をしなかった。
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　そんな風にして７日が過ぎ、10日が過ぎていく。

　お金は３００００ＤＰほど貯まって、ひとまず望むアイテムがなにかひとつは買えるようになっている。

　モンスターも当初より簡単に倒せるようになっていた。

　昼はこうして戦闘に打ち込んでいればいいし、ふたりで戦っているあいだ僕らのチームワークは抜群で、気持ちのいい一体感を味わえた。

　だけど夜は気まずくて、僕はすぐに寝てしまう。

　和葉のため息が聞こえる。

　20日も過ぎれば、彼女が僕を誘うことはなくなっていた。

　和葉はなにも言わない。

　ひょっとしたら待っているのかもしれない。

　夜がつらい。
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　そんな日々を50日ほど繰り返し、僕たちが得たモノは静寂の鎧と青せい煙えんの兜かぶと、白びゃく夜やの剣と星空のローブに嵐らん翠すいの杖、それからアクセサリーの方は春しゅん雷らいのバングルに聖三角形の髪飾り、流りゅう星せいガントレットに蛇じゃ骨こつのネックレスと、気がつけばこの町の店にあるものはすべて買い尽くしていた。

　僕らのレベルもずいぶんと上がったらしく、和葉は上級の回復魔法も使えるようになっていたし、僕もだいたい一撃でモンスターを倒せるようになっていた。

　レベルアップの時に流れる「ぱらっぱらっぱっぱー」の音も、何度聞いたかわからない。先へ進むつもりのない僕は、８回目くらいで数えることをやめてしまっていた。

　宿に帰れば今日もおかみさんが「おかえりなさい」と言って僕らに夕食を出してくれる。

　ミネストローネにズッキーニのフライ、そしてスペアリブの香草焼き。

　もうすっかりおなじみのメニューではあるけれど、どれもこれもすっかり僕の大好物になっていた。

　いろとりどりの食事をたいらげ、僕と和葉は２階の部屋に戻ると、風呂の支度を始めた。

　浴室は１階にひとつだけだから、僕らはいつも交代で入っていて、たいていは和葉が先に行くんだけど、今日は「おーすけくんから」と彼女が言うから、僕が先に行くことになった。

　階段を下りるとフロアの突き当たりまで行って、いつものように「ＢＡＴＨ　ＲＯＯＭ」と書かれた扉を開けようとする。と、その時思い出した。

　パンツ忘れた!!

　風呂上がりに一いっ時ときでも臭いパンツを穿くのはあまり気分がよろしくないので、僕はめんどくさいと思いつつ、いちいち部屋へ戻る。

　階段を上がると、細い廊下を進んで歩く。僕たちの部屋である４番目の扉が近くなると、扉の隙間がわずかに開いているのが見えた。きちんと閉めたはずだったのに、今日はどうも疲れている。

　和葉ごめん、と言いかけた声は、扉を押し開けようとした瞬間、喉の奥に引っ込んでしまう。

「ん……ふ……っ、あっ、あぁっ♡」

　甘ったるい声が扉の隙間から、わずかに漏れていた。

　僕はとっさに動くのを止める。

　これはいちゃいけないやつだ。僕が。ここに。直感でわかる。そんなのは。

　ドクンドクンと心臓が早はや鐘がねを打つ。

「んっ……う…………っ」

　抑えた声とともに、吐息が漏れ出る。

　これがどんな種類の反応なのかは、見なくてもわかる。そんなところ、和葉はきっと見られたくないだろう。

　けれど。

　僕のペニスはすぐに鎌首をもたげて、声のするほうへ引き寄せられていく。

　和葉、ごめん。僕は扉のわずかな隙間から、部屋の中を覗く。

　するとそこにいたのは、僕のズボンを自ら顔に押し当ててモロ出しの陰部をまさぐる和葉の姿だった。

　白いショーツは脚の片方に引っかかっている。

　大きく股を開いた和葉は「ん……ぅん……」と言いながら、腰をくいっとはね上げている。

　彼女が快楽を得ているのは、主にクリトリスからの刺激からのようで、人差し指や親指が大陰唇の上部を執しつ拗ように責めている。

「ぁ、あんんっ……おーすけっ♡　おーすけくんっ……♡」

　和葉は僕のズボンをぎゅっと握って、腰を前後に動かした。指が花びらを割って、奥から漏れる蜜をすくうと、喜悦のポイントへ塗りたくる。よく見れば、陰部にはわずかに金色の柔毛が生えていた。

「ふぁっ……、やぁ……あぁ……おーすけくん♡　あぁ、だめ、んぁっ…………やぁっ……あぁっ…………」

　蜜口は小さく開いて、底知れない深さをこちらへ向けて見せつける。

　濡れ光る漆黒は牡の進入を待ちわびているようで、僕を妖しく魅了した。

　和葉がこんなにも僕を欲しがっている。

　股間が熱でジンジンして疼うずく。膨らみの先端は、液を漏らして僕の下着をうっすら濡らした。ペニスは張り詰めて、屹立している。

　そうだ、僕だって、和葉を求めている。

「あっ、ぁあ、あぁ、あぁっ、そ…ぉすけ、あぁんっ、おーすけくん、ぃやぁあぁぁっ」

　和葉の指は激しさを増してより早く、自らを追い込んでいく。

「もぉ……、ふぁあぁあぁっ、おーすけくん！」

　和葉、和葉。僕も和葉が欲しい。肉棒の疼きが激しくなっていく。

「あぁん、イクッ、おーすけくん、イクッ、んっうぅぅんんっ、イッ……くぅぅンン……ん……んんっ！」

　幼さの残る体軀がびくんっと一度大きく跳ねると、そのまま背筋を反り返らせて固まった。と、思ったのも束の間、その肉体はがくがくがくとわなないて、陸に打ち上がった魚のように激しく弾む。

　下半身をくねらせて布団へこすりつける様は、悶え苦しむ人魚にも見えた。

「んっあぁぁっ、だめ、だめぇっ、もうだめぇっ」

　和葉の指は動きを止めず、達する前と変わらない速度で彼女を追い立て続ける。

「ふっ、んっくぅぅぅぅんんんっ！」

　和葉は身体を大きくびくつかせると、切迫した声で何度も僕の名前を呼んだ。

「あぁん……また…………い、イ……くぅっ！」

　ねじれた身体は快楽を叫ぶように激しく震え、そして腰が何度もベッドの上で弾む。

「あ……あぁ……はぁ……はぁ……」

　達し切ったあとも、和葉は身体をビクつかせて、僕のズボンに顔を埋めていた。

　その姿は僕の渇望をいっそう煽る。

　自然と身体は前のめりになった。

　するとその瞬間、扉に肩が当たってしまい、軋きしんだ音とともに扉が大きく開く。

　すると和葉は顔からパンツを離し、飛び起きてこちらを見た。

「押介……？」

　和葉は真っ赤な顔で、目を白黒させながら慌てて布団を被った。

「あ、えと……ごめん、その……」

　僕は部屋の中に入る。

「やだ、もう……」

　和葉は布団に顔を埋めて、深いため息をつく。

「えっとごめん。パンツ取りにきたらさ、その……」

「見てた？」

「……うん」

　僕が答えると静寂が訪れる。

　気まずい。すごく気まずい。

　和葉が見られたくないところを目撃したということが、とても気まずい。

「……ごめん、ひいた？」

　和葉は顔を上げると、僕を一度ちらりと見る。

「ううん、ぜんぜん」

「ほんと？」

「ほんとだよ」

「……ごめんね、あたしほんと変態だよね。おーすけくんのズボンの匂いで興奮してるなんて、バカだよね」

「いや、それは……」

　和葉の匂いで興奮するのは僕も同じ。って言おうか、と一瞬ためらったばかりに僕はそれを言うタイミングを逃す。

「あたしね、寂しかったの。おーすけくんといっぱいもっとくっつきたかったんだ。でも、おーすけくんは迷惑みたいだったから、それでね、おーすけくんの匂い嗅いでたの。そしたら、おーすけくんに包まれてるみたいだったから。お風呂に入ってるあいだ、少しだけのつもりだったんだけどね。そしたらなんかやっぱりおーすけくんのコトが欲しくなっちゃった。えへへ、ごめんね」

　気恥ずかしさのせいか、和葉は一気にまくしたてる。

「あたしね、ほんと言うと毎晩おーすけくんが欲しくて、もうくるっちゃいそうなんだ。夜になるといっつも、おーすけくんのおち○ちんのことばっか考えてる。ひとりでどうにかしようとしたけど、やっぱダメみたい。どれだけしても、おーすけくんが欲しいって気持ち、全然収まんないよ」

　彼女は手で顔を覆ってうつむいた。

　僕はそのつむじをただ見ている。

「……わかった」

　もしもこの世界を抜けることができたら、その時は思い切りふたりでセックスしよう。

　僕だって和葉が欲しくてたまらない。

「ねえ、おーすけくん、もしかして勃起してるの？」

　和葉がすがるような目で僕を見上げる。

「あ……うん」

　勃起がバレた恥ずかしさで僕はうつむく。

「ねぇ、それならあたしを抱いてよ。あたしならなんだってしてあげる。おーすけくんの好きなこと、全部。一緒にいろんなコト、なんだって感じたいよ。ね、覚悟ならずっと前からできてるよ」

　和葉は立ち上がって僕へ近寄る。

　つんと甘酸っぱい牝臭がほのかにただよう。

　和葉は僕の前に立つと、僕を抱き締めた。

「押介、好きだよぉ……。いっこになりたい」

　僕の胸元に熱い吐息がかかる。

「こんなに硬いのに」

　小さな手がそっと僕の膨らみを撫で上げた。真面目な話をしてるのに、勃起が萎なえる気配はない。

「嫌なの？」

　和葉が切実な目で僕を見上げながら、そこへ身体をこすりつける。

「和葉……」

　僕は彼女を抱き締めながら、自ら勃起を押し当てる。和葉に僕を伝えたい。

「ごめん、だめなんだよ。いまは……」

「なんで？」

「なんででもっ！」

　僕は我慢を重ねているせいもあって、つい声を荒らげてしまう。

「ねえ、もしかしておーすけくん、あたしのこと心配して言ってる？」

「え？」

　和葉の表情が急に真しん摯しなものになる。

　もしかして和葉は……。

　張り詰めた空気の中、ぼくは固唾を吞んだ。

「子供を産んだあと、花嫁は子供を守って死んでしまう」

　まっすぐな目が僕を見る。

「だから？」

「知って……たの？」

　僕は声を絞り出す。

「うん。つい、ね。展開気になったから、攻略サイト全部見ちゃってた」

「うそ……」

「ほんと。ねぇ、あたし言ったよね？　花嫁になる覚悟はできてるって。あたしが押介を幸せにするって」

「……」

「そういうこと。ねぇ、だから押介、早くあたしと赤ちゃん作ってこのゲームをクリアして、元の世界に戻ってよ。押介のお父さんもお母さんも、友達もみんなきっと待ってるよ。だから、ね」

「え、ちょっ、なに言ってるんだよ。嫌だよ！　そんなの！」

　僕はつい激しい口調で答えてしまう。

「できるわけないだろ！　僕は和葉と一緒に帰りたいのに！」

「ありがと。その気持ちだけであたしはもう満足なの。あのね、決まってたことなんだよ。あたしたちがこのゲームに入っちゃった時点でこうなることは。だからいいの。あたしはもう、これで満足だよ。押介に花嫁として選んでもらって、短いあいだだったけど押介のお嫁さんになれたんだから」

「なんだよ、それ……」

「ねぇ、あたしたちお互いずっと好きだったのに、全然言い出せなかったでしょ？」

「……うん」

「もし、この世界に来なかったら、あたしたちきっといまもずっとあのままだったし、もしかしたら一生お互いの気持ちに気づかなかったかもだよね。あたしはね、この世界に来れてよかったって思ってるよ。押介と両想いになれて押介と結婚できて。だからね、もういいの。それだけで充分なの。押介のお嫁さんとして死ねるなら、本望だよ。だから押介、あたしのコトは気にしないでこのゲームを進めて」

「なに言ってんだよ。進められるわけないじゃん！　そんなの絶対やだよ！」

「なんで!?」

「僕は和葉と一緒に帰りたいんだよ。ひとりで帰っても意味がないんだよ！」

「……ありがと。でもね、おーすけくん。元の世界に帰らなくちゃ、こんなところで人生を終わらせるなんてもったいないよ」

「やだよ！　帰んないよ！　僕は和葉と一緒に戻れる方法を探すっ！」

「そんなこと言うなら、なにかアテはあるの？」

「……ないけど。でもさ……」

「ほら、そんなこと言ってたら、おーすけくん一生このゲームの中にいることになるんだよ!?」

「いいよ、それでかまわないよ！　僕は和葉と一緒なら」

「なに言ってんの、ばか！　大学だってあんなにがんばって入ったんじゃん！　それなのに」

「そんなの別にどうでもいいよ！」

「どうでもいいってなんなの!?　せっかく心配してるのに！」

「だってどうでもいいんだよ！　和葉は僕のこと、なんにもわかってない！」

「なによ、おーすけくんだってあたしのこと、全然わかろうとしてくれないじゃん！」

「あぁ、そうだよ！　そんなのわかるわけないよ！　わかりたくもない！」

　一度ついた火は、見る間に僕と和葉のあらゆる感情に延焼していく。

「もーいい、わかった！　押介のばか!!」

　和葉は僕の手を振り払うと、一度こちらを睨んでそして部屋から出ていってしまった。

「ちょっと、和葉！」

　僕は振り返る。けれど和葉は止まらない。

　廊下へ出た彼女の姿はしばらくすると見えなくなって、そのあと階段を下りる足音が響いた。

　どこへ行くつもりだろう？　そう思っているうちに、ばたんと扉が閉まる音が聞こえた。

　まさか外へ行ったんだろうか？

　僕は慌てて階段を下りようとするけれど、その前に剣と盾、兜にアクセサリーなどを装備して万一に備える。

　そうして身支度を調ととのえると、階段を下りた。

「奥さんなら外へ行ったよ」

　階下で掃除していたおかみさんが僕に声をかける。

「なにがあったかは知らないけど、もし悪いことをしたのなら早く謝るんだよ。言えなくなってからじゃ遅いのよ」

「……」

　おかみさんの言葉は僕の不安に突き刺さる。

「ほら、早く行ってあげて。夜は冷えるから」

「はい！　ありがとうございます」

　行ってきます、と言葉を残して僕はすぐに宿屋を飛び出した。

　和葉はどこへ行ったのだろう。まさかこんな夜に町の外ということはないだろうけど。

　僕はエンハンブレの町を足早に、くまなく探していく。

　夜だから民家もお店もみんな閉まって入れなくなっていた。この町には酒場もないから、行くところはとくにないはずだけど。

　それなのに彼女は見つからない。

「和葉ー！」

　宵よい闇やみに沈む町に僕の声が響く。

「かずはちゃーん！」

　点在する街灯じゃこの町を照らすにはあまりに頼りなさすぎて、月明かりや星明かりだけが頼りだ。

　ぼくは町中を駆け回る。建物の陰も樽のうしろも覗きこむ。それでも和葉は見つからない。

　ふと顔を上げると、町の中心にそびえたつ星見の塔が目に入った。

　ネイビーブルーのこの塔は、夜の中にその姿を溶かしてただ１本の棒のようにたたずんでいる。

　そうだ、この塔の上から和葉を探せばいいんじゃないだろうか。

　そう思いつくが早いが、僕は塔まで走って入り口にたどり着く。

　塔には扉はなく、内側の白い壁と螺ら旋せん階段が見えていて、僕はそのままの速度で階段を駆け上がる。

　塔の高さはだいたい18階建てくらいだろうか。

　いまは緊急事態とはいえ、僕は途中でへたばりそうになる。

「っはぁ……はぁ」

　息が上がる。

　けれど、和葉を見つけなくちゃならないんだ。一刻も早く。そう思うと僕の足は何度でも持ち直して、速度を上げた。

　息も絶え絶えになりながらようやくてっぺんにたどり着くと、屋上に出た。

　和葉はどこへ行ったんだろう。

　あるいは町の外へ出てしまったんだろうか。だとしたら心配だ。

　僕は星見塔をぐるっと１周して和葉を探す。

　フィールドのほうも探してみよう。

　手すりから半分身体を乗り出すかたちで、僕は星見塔のまわりを歩いていく。

　人々はもう眠っているらしくて町は暗く、辺りに響くのは僕の足音だけだ。

　やっぱりここにはいないのだろうか。

　ため息とともに足を踏み出すと、爪先になにか当たった。

「うわっ」

　僕は自分が思っていたよりも焦っていたらしく、それにつまずいてしまう。

「ちょっと！」

　耳なじみのよい声と自分の声が重なると同時に、僕はそこへなだれ落ちた。

　感じるものは、温かさと柔らかさ。

　そして人の身体と柑橘の香り。

「ばかー！　重いっ！」

「え？　和葉!?」

　倒れたのは和葉の上だった。僕は慌てて身体をどかす。

「ごめん！」

「……うん」

　和葉は僕から目をそらしたままで、起き上がると三角座りをする。

　夜の空気は冷たく静かだけど、柔らかさを持って僕らのあいだに横たわる。

「さっきはごめんね」

　和葉が小さな声で言う。

「ううん……」

「ひとりになったら少し冷静になれたみたい」

　参ったな。先に謝られてしまったら、素直になるしかなくなる。

「僕のほうこそごめん。ひどい言い方しちゃったし。でも、僕はやっぱり和葉がいなくなるのは嫌だよ。和葉と一緒に帰りたい」

「……うん」

「僕の幸せは和葉なしじゃあり得ないんだから」

　僕は和葉の手を握った。少し冷たい。

「わかった、押介」

　和葉が潤んだ瞳で笑う。

「あたしたちってほんと同じだね。幼なじみだから似るのかな？」

「それは関係ないんじゃない？」

「そっか。それならあたし、幼なじみじゃなかったとしても、きっとおーすけくんのこと好きになってたね」

　和葉は僕の目を覗き込むと、穏やかな笑顔を見せる。

　やっぱり僕は和葉の笑っている顔が好きだ。

　僕は彼女に口づける。

「ふふっ、久しぶりのキスだ」

　和葉がにっこり笑う。と、少し遅れて涙がひと筋こぼれ落ちた。

「わ、ちょっと、なんで!?」

「だってなんか嬉しくて」

　えへへと彼女は笑う。

　こんな僕の口づけをこんなにも望んでくれるのは、世界中に和葉だけなんじゃないんだろうか。

　僕はもう一度彼女に口づけた。

　唇を二度、三度押して、僕は彼女の唇へ自分の舌をねじこむ。もっともっと、和葉を感じたい。

　すると和葉はすぐに僕のものを迎え入れ、ぬちゅっと熱い肉が僕の舌に絡みついた。

　僕は和葉の肩を抱き、彼女を後頭部から抱き寄せる。

「ふっ……んん……」

　舌を奥の奥まで差し込んだ。もっと深いところまで粘膜でつながりたい。

　僕の想いと彼女の想いは同じなのか。和葉もまた口を大きく開いて、僕を迎え入れてくれる。

　舌肉を使って彼女の口腔内を舐め回す。

「んうぅっ……！」

　上顎に触れたとき、和葉はぴくんと震えて僕の腕をぎゅっとつかむ。

　ここも性感帯なんだろうか。

　僕も舌先でその部分に何度も触れる。

「ん、んんっ……ん～～っ！」

　和葉が悩ましい声を上げる。鼻にかかった嬌声は、いつだってそれだけで僕を起き上がらせる。どんなエロ本よりも効果てきめんだ。

　僕はそのまま和葉に覆い被さって、静かに彼女を押し倒す。

　僕だってずっと和葉が欲しかった。

　こんなことをしても、途中でやめなくちゃいけなくなる。けれど、いまは止められない。もう止めたくないよ。

　僕は和葉の平たい胸に手を乗せる。

　朝の布越しに感じるわずかな膨らみと、柔らかさ。

　僕は下から上へ押し上げて、円を描くように乳肉をふにゅ～と移動させた。

「ふ……っ」

　和葉が小さく仰け反って、腰をもぞ……と動かす。

　僕は唇を吸い上げながら、乏しい胸を手のひらでせいいっぱい集めてぎゅっと揉み上げた。

「ふ……んあぁぁあぁっ」

　その時、和葉は僕に抱きつきながら、思い切り身をよじる。

　その瞬間、僕らの身体はふたりして塔の柵さくに当たった。つもりだった。

「え？」

　それなのに身体にはなんの手応えもなくて、僕らの身体は塔の下へ落ちていく。

「うわーー！」

「や、やだ！　なにこれ!?」

　落ちているつもりだった。

　だけど、落下の感覚はすぐになくなって、かといって身体が地面についてる感じもしなくて、なんだかすごく奇妙な感じだ。

　さっきまで深い夜だったはずなのに、辺りは一面銀色の光りで輝いている。

「え……いま、これ、どうなってるの……？」

　試しにお尻の下に触れてみると、地面に手をつくことができた。

　そのまま立ち上がる。

「え、と……なに……ここ……？」

　手を差し伸べると、和葉も立ち上がって辺りをキョロキョロ見回す。

　そこは四方八方、どこを見回しても銀色の光りに取り囲まれた空間だった。

　そう思っているうちに辺りは次第に闇に吞まれていく。

「なに、これ」

　不安そうな声を上げる和葉の手を握る。

　漆黒の闇は、ジジジ……とノイズ音を立てながら、次第に輪郭線をはっきりさせていった。

　黒い翼と山や羊ぎのような大きな角が姿を現わすと、次第に黒い体毛に覆われた巨軀が露わになっていく。

「よく来たな、勇者！　我は魔王だ」

　その巨大な魔物は口を開いた。

　僕らはその姿を前に、呆然と立ち尽くす。




「和葉、これラスボス……だよね？」

「うん、たぶん。攻略サイトで見てた画像そっくり。それにここ、たぶんラストダンジョン」

　どうやら初手は僕のターンらしく、魔王はすーはーすーはー呼気を荒げながらも、まったく攻撃してこない。

「ってことは、ここで魔王を倒したら、ゲームクリアってことになる？」

　その言葉を聞いた途端、僕の脳裏にファンファーレが鳴り響いてお花畑が広がった。

「そうだよ！　ここで倒せば、僕たち一緒にこのゲームから出られるんだっ」

　僕らは顔を見合わせる。和葉の目が輝いている。

　おそらく塔の上から落ちて、ラストダンジョンへ来たのはバグだろう。

　いろんな流れをすっ飛ばしてここへ来た僕たちが、魔王に勝てるのかどうかわかんないけど、でもこれ以上あの町にいても同じことを繰り返すだけだ。

　やるしかないっ。

「行くよ！」

　僕は刃やいばの切っ先で魔王に狙いを定めると、持てる力のすべてを込めて思い切り振り下ろした。

「お……おお……うぐぅ……うぅぅ……」

　剣先は肉を断ち、刀身に体液をまといながら魔王の身体を構成するもの、肉、臓器、それらしき柔らかいものを斬り裂いていく。

　辺りには泥色の飛沫しぶきが飛び散って、甘酸っぱい腐臭がただよった。

　魔王の身体の中心の光が急に強くなって、辺りをまぶしく照らす。

　魔王自身の輪郭はおろか、僕も和葉も辺りの岩肌も谷底もすべてが白に包まれた。

　と思ったのもわずかな時間だった。

　光は急速に縮小して、あっという間に消えてしまう。

　魔王はもうどこにもいない。辺りに闇と静けさが戻る。

「えっ、これで終わり……？」

　和葉が嬉々とした顔で僕を見る。

「マジで？」

　僕もにやける顔を押さえきれずに彼女を見た。

　念のため、上下左右前うしろと首を振って確認するけど、なにかが潜んでいる気配はない。

「これって……」

「ゲームクリアッ!!」

　僕と和葉は同時に叫ぶと、お互い満面の笑みでハイタッチ。

　魔王を一撃で仕留めるなんて、僕はいったいどれだけレベルを上げていたんだろう。

「やったね！」

　そうして満面の笑みでこちらを見上げる和葉を見て、僕は気がつく。

　もうなにも我慢する必要がないってことに。

「あー、もう……！　和葉ぁ……」

　僕は和葉を抱き締めようと手を広げると、地響きとともに地面や壁が揺れ出した。

　足元の岩がぽろぽろと崩れ始める。

「急ごうっ」

　僕は和葉の手を引いて駆け出した。





＊






　立派な門構えの入り口から町へ入ると、大勢の人に馬や手押し車などが行き交っていて、そこにはドットで見ていたにぎやかな城下町が再現されていた。

　魔王のダンジョンから、シナリオイベントのままにオートで抜け出した僕らは、そのままの流れで始まりの町にいた。

　国王のいる城までは、目の前の道をまっすぐいけばたどり着く。

　そうすればきっとイベントが始まって、エンドロールが流れ出すのだろう。

　ということはおそらくだけど、いまが僕たちがこの世界で自由に動き回れる最後のチャンスなのかもしれない。

「ねぇ、和葉。このまま行くと、このゲームたぶん終わっちゃうけど」

「うん」

「なにかやり残したことってない？」

「うーん、なにかあったかなあ？」

　彼女は腕組みで考え始める。

「あ、いや、いいんだ。べつに、なかったら……」

　本当いうと僕はある。この世界でお嫁さんと結ばれること。

　だけど和葉がそこに思い至らないのなら、独りよがりな気がして言い出しにくい。

「え、なに？　おーすけくんはあるの？」

「え、あ……うーん……」

「なに？　せっかくなんだから言ってよ」

「うー……あのさ……」

「なに？」

「えっと……あの……、新婚初夜」

「へ？」

　思い切って言った僕の言葉に、和葉は目を丸くするだけで僕はスベったみたいになった。顔と耳が一瞬で熱くなる。

「あ、いや、ごめん。せっかくこの世界では結婚したんだからさ、そういうのもいいかなって思って」

　あはは、と僕は笑ってごまかそうとする。

　けれど、じーっとこちらを見てる和葉の視線に気がつく。

「あ、あの、あたしも実はそういうの、いいなって思ってた」

　和葉は僕と目が合うとうつむいた。金色の髪から、真っ赤な耳が覗いている。

「押介、ごめん。あたし、いま、すごくえっちな気分かも」

　うつむいたままで和葉は僕の胸に顔を埋めて抱きついた。やばい、ちょっと勃起しそう。ていうかたぶんしてる。

　天を仰いで僕は息を吐く。

　するとひとつの看板が目に入った。

　──ＩＮＮ。

「あの……和葉ちゃん。そこに宿屋があるんですけど……」

　彼女が赤らんだ顔でじっとぼくを見上げる。

「えと、その……続きはそこで……っていうのは……どう、かな、と」

　あーもうダメだ、全然ダメだ。いざ自分から誘うと緊張するし、全然かっこよくできない。

「うん……そーしよ」

　だけど和葉は、そんな僕を潤んだ目で見上げると、笑みを浮かべた。

「それじゃ、ね？」

　和葉が僕の手を握る。

　僕も彼女の手を握り返すと、ふたりで並んで宿屋に向かって歩き出した。

　やっぱり照れる。





＊






　宿屋に入って案内された部屋は、２階の奥の部屋だった。

　重厚な木の扉を開くと、室内は小さなテーブルとダブルベッドがひとつあるだけの簡素な部屋だった。

　いつもならなんとも思わない間取りなのに、今日はそういうコトをするために特化した部屋にしか見えなくて、「セックスするんでしょ？　ねえ、セックスするんでしょ？」と迫られているみたいで恥ずかしい。




　なんだかとても気恥ずかしい。

「えと……」

　ベッドを前に僕は立ち尽くす。

　いままではなんとなくいちゃいちゃキスしてたことはあったけど、でもどうしたらうまくことが運ぶのかわからない。

　そんな僕と和葉はベッドに腰を下ろすと、踵かかとに指を入れてブーツを脱ぎ始める。

「おーすけくん、ほら一緒に座ろっ」

　和葉はマットレスをぽむぽむ叩くと、

「お布団の上、気持ちいーよぉ～！」

　ベッドの上でごろんごろんと転がり始めた。

　無邪気な笑顔には、これからふたりで初めてコトに当たるという緊張が微み塵じんもない。

　その顔を見ていたら、僕の緊張がまたたく間に溶けていく。

「いま行くー！」

　釣られて笑いながら、僕は装備品を適当に立てかけて置いて布団へダイブ。

　宙ぶらりんになった足と足でブーツを脱ぎ捨てると、僕もごろんと和葉の隣で寝転がる。

「きもちいいねっ」

　振り返った和葉は、満面の笑顔だった。

　細めた目からにじむ多幸感が、僕の胸の奥を同じ色に染める。

　和葉はなにも言わずにただ笑顔を見せている。僕もなにも言わない。そんな必要はないと思った。

　唇を重ねる。

「んっ」

　柔らかい唇に一度軽く触れると、もう一度、今度は唇を押し当てて互いの肉を密着させる。

　和葉が小さく身震いをする。感じているんだろうか。

　僕は唇のあいだに舌を差し込むと、彼女の中に侵入する。

　ぬちょっと温かい粘膜との触れあいは、今日も優越感の味がする。

　普段誰にも触れることのできない肉の内側。

　僕の侵攻を温かく受け入れくれる。そのことがたまらなく嬉しい。

　僕は小さな下唇にむしゃぶりつくと、ぢゅぷっと吸い上げる。

「ふっ……」

　かすかな声にはとまどいの色を感じるけれど、きっと悪くはない。

　僕はもう一度、そして繰り返し何度も彼女の唇に吸いつく。

「んっ……ん」

　じゅぱっじゅぱっと唾液の弾む音は激しさを増して、和葉は僕の腕をつかんでくる。

　僕は和葉の頰に口づけながら少しずつ、耳の方へ移動していく。

「ふっ……」

　つけ根から耳輪に沿って舌でなぞると、和葉は声にならない声で身悶えた。

　やがて僕の唇が耳たぶに到達すると、そのまま一気に口の中に含んでじゅるりっとしゃぶって、今度は舌を耳穴の中へ差し込んだ。

「ふ、んんっ……あぁ、やだぁ……そこ……」

　和葉はヒクヒク震えてシーツをつかんでいる。

　どうやらここは完全に和葉の性感帯らしい。

　僕は耳全体を舐めながら、唇で派手な音を立ててむしゃぶりつく。

「ひぁっ、ふぁ……あぁ……ひぃっ」

　和葉は身体を強ばらせながら、僕にしがみついてうわずった声を上げ続た。

　僕はもう一度耳の輪郭を舌でじんわりなぞると、そのまま、首の上に下を運んで丹念に舐めるつもりでゆっくり下りる。

「は……っうぅ……ぅ……」

　けれども結局我慢ができなくて、肌をついばむように吸いついた。

「んぁ……っ、あぁ……」

　吐息と吐息のあいだに時折甘い声が漏れ出ている。

　僕が触れるところすべてに甘い声を漏らして、和葉は愉悦に震えている。

　このまま僕はずっと彼女を気持ちよくよがらせていたい。

　彼女の持てる性感帯をひとつ残らず見つけ出したい。

　僕は再び和葉にキスをしながら、今度は胸をまさぐり始める。

　服がゆったりとしていて見えなかったけど、触れるとそこには確かになだらかな膨らみがあった。

　僕は服の上からあまり力を入れすぎないように、手の中にそれを集める。

「ふぁ……ぁ……」

　和葉の口からかすかな息が漏れた。

　僕はもう一度、彼女の胸をゆっくり下から揉み上げて、円を描くように乳肉を動かしていく。

「んぅ……っ……」

　鼻にかかった甘い声がわずかに漏れて、和葉の肢体は僕の動作に合わせてゆっくり波打つ。

　僕は直接和葉の素肌に触れたい。けれども彼女の服はゆるっとしたローブで上下の分かれ目もなければ、ボタンもファスナーもない。スカートの中から、手を入れて胸を触るなんて無粋すぎるしどうしよう。

「あの……和葉……」

　僕は小さな胸を手のひらでこね回しながら、尋ねる。

「ん……？」

「ちょっとごめん、この服どうやって脱がしたらいいの？」

　あーもう僕はバカだ。自分でもわかってる。こんなのムード台なしだって。だけどこれは大事なことだから、避けて通れない。僕は真剣な眼差しで和葉の答えを待つ。

「ふっ……あはははは、そんな顔しないでよ」

　唐突に和葉が笑い出す。初めは意味がわからなくて、僕はきょとーんとしていたけれど、次第に僕もおかしくなってきて、やがて一緒に笑い始めた。

「だってさ、全然わかんないんだもん」

「ふふふっ。ここだよ、ほら」

　そう言って和葉は僕の手を取ると、自分の背中のほうへ持っていく。

「あ」

「これ、ほどいて。ね？」

　僕の手に触れたものは蝶ちょう々ちょう結びにされた紐で、僕は和葉に導かれるがままにその結び目をほどく。

　和葉は「はぅ……」と深く息を吐く。

　気がつけば僕の呼吸も荒くなっている。

　背中の紐をほどくと、胸元が緩くなって大きく開いた。

　ローブを肩まで下ろすと、和葉の腕をノースリーブの袖から抜きながら、そのまま下げていく。

　やがて現われるのは、白いレースに包まれた慎ましやかな胸。

　なだらかな上乳に軽く口づけると、ほのかに甘酸っぱい柑橘系の匂いを感じる。

　僕は和葉の背中に手を回して、ブラジャーのホックを探った。格好つけて片手でそれを取ろうとするけれど、ホックはなかなかうまく外れない。

「……」

　声には出さないけれど、僕は焦る。

　和葉はじっとして、脱がされるのを待っている。あ、もうこれ以上は無理だ。僕は諦めて結局両手でホックを外した。

　あぁ、まったくもってスマートじゃない。僕は本当にかっこわるい。

　そんな僕の思いを知ってか知らずか。和葉はこちらを見て笑みを浮かべると、ふ、と笑って僕を頭から抱き締めた。

　体温とともに彼女の甘酸っぱい匂いが立ちこめて、僕の胸が反射的に安堵感で包まれる。

「おーすけとこうしてるのが、幸せなんだよ」

　和葉が優しい笑みを浮かべて、僕の頭を撫でる。

　あぁ、きっと、かっこつけたりする必要なんてないんだ。和葉の笑顔は、ただ僕といることが嬉しい、そう言っているようだった。

「ありがと。僕もだよ」

　僕は彼女の胸元にキスをする。

「和葉、好きだよ」

　僕はそう言うと、ブラジャーの中に手を入れて、直接両方の乳房を触る。

「ふ……っぅん」

　手のひらに感じるのは小さな肉粒で、いまだ柔らかいその突起を手のひらで転がしながらわずかな肉をこねていく。

「あっ……うぅっ……ん」

　手の中で乳首が上下すると、そのたびに和葉の肩がビクついた。

　花嫁選びの前の晩以来だというのに、相変わらず敏感な乳首だ。

　僕は白いレースのブラジャーを上にずらして、小さな肉粒を僕の前へさらさせる。

　小粒の乳頭はすでに上を向いて屹立していて、眇びょう々びょうたる双丘の先端で、ピンク色の乳輪とともに発情した牝の存在感を放っていた。

　その有り様は、僕からあらゆるためらいを奪って乳房の先にむしゃぶりつかせる。

「ゃあぁぁっ！　……っぁあ～っ！」

　和葉の背筋が反り返った。

　舌で乳首を舐め取りながら、唇で吸い上げると、じゅるじゅるじゅるっと音が響く。

「やだぁ……やめてぇ……っ」

　そう言いながらも和葉は、股間を僕の太ももにこすりつける。

「ふ、ぁ、あぁ……あぁ……」

　僕は小さく起たった乳頭を唇でしっかりとらえると、逃さないようにきつく吸いついた。

「ん～～っ!!」

　そのまま僕は、ちゅっちゅと和葉のなだらかな胸の頂を吸い始める。

「んぁ……あぁんっ、おーすけくん……あぁぁっっ」

　和葉は力の入らない手で、僕の頭を撫でた。

「すっ……きぃ……っ」

　ありがとう。そう答える代わりにぼくは、片手でもう一方の乳首を転がした。

　すると和葉は脚を浮かせてぷるぷる震えるけれど、それも長くは続かない。

「ふぁ……っあぁ……あぁっ！」

　息を吐くとそこからは、決壊したダムのように快楽が溢れ出した。

「あんっ！　あぁんっ！　だめっ、あぁぁんっ！　だめぇっ！」

　和葉が僕の頭を抱き締める。乳頭と唇の密着が増して、互いの肉が浸食し合っているようだった。

「やだ、あぁぁっ、おねがい、あぁぁっ、だめ、だめ」

「どうして？」

　僕は唇を離して、指先で小さな肉粒をこねる。

「んぁ……あぁっ……だって……あぁぁ……ここでイクの……はずかしい……」

　和葉は頭を横に振る。

「おーすけくんに……あぁぁ、された時から……ずっと、あたし……ヘンタイみたいに……あぁぁんっ、あっ、あぁぁ」

「ヘンタイみたいにどうしたの？」

　僕は指先の速度を上げる。

「やぁっ、あぁっ、おーすけくん……思い出して、あぁんっ、自分で触って、ふぁあぁぁ、ココでイッ……ぁあぁんっ」

「そうだったの？　そんなに乳首が好きなんだ？」

「ふっ……あぁ、すき、でも、あぁぁ、違うの……っ」

　乳首を強く弾いた瞬間、和葉の身体はびくんと跳ね上がった。

「おーすけくんの手が……すき……っ！」

「ありがと」

　僕は和葉の頭を撫でながら、軽く口づけると愛撫の手を止めた。

「それじゃほかにはどんなこと想像してオナニーしてたの？」

「え……？」

　少し意地悪な質問だという自覚はある。だけど、恥ずかしそうな和葉を前に、僕の中の小さな嗜し虐ぎゃく心しんが首をもたげたのだ。

「言わないと、なにもしないよ」

「う～……」

　和葉は赤らんだ顔で僕を睨む。

「ほら、早く」

　そう言いながら、僕は彼女のほっそりした腹部やへそやウエストに口づけながら身体を下りていく。

「んっ……」

　かすかな反応を感じながら、僕がたどり着いたのはワンピースのスカート部分。

　僕がその布を腰から引き下ろそうとすると、和葉もわずかに腰を浮かせて協力してくれた。

　そうして現れたのは、真っ白なレースのショーツに覆われた三角形のその部分だった。

　和葉はももをすり合わせて、居心地が悪そうなそぶりを見せた。

「どうして欲しかったの？」

　僕はショーツの真正面に移動すると、そのまま三角の部分に顔を埋める。

「やだ、ちょっとやめてよ！」

「あぁ、すごい。匂うよ」

　僕はわざと大げさに鼻息を荒くして、ショーツの匂いを嗅ぐ。

　鼻をつく酸っぱさと、甘みのあるまろやかな香り。それはどこにもない和葉自身の香りで、なんだかとても落ち着くのに、一方で僕の性器をぎりりと上向かせる。不思議な香りだ。

「はぁ……」

　僕は思い切り深呼吸をして、肺の中いっぱいに彼女の匂いを吸い込んだ。

　他人が見たら、乳首でアクメに達する和葉と、彼女の陰部のにおいを嗅ぎ続ける僕とどちらがヘンタイだと思うのだろう？

　そんなのどっちでもいいか。

　僕たちはお互いのことが好きで、お互いに求め合っている。

　ただそれだけのことなんだ。

「和葉のココ、すっげー匂うよ」

「やだもう、やめてよっ……」

「やめて欲しかったら、教えてよ。どんなこと想像してたの？」

　僕は鼻の頭で彼女の縦溝らしき部分を布の上から軽くなぞる。

「ふ……っあぁぁ」

　和葉はぴくっと反応する。

「あ、あのね……おおーすけくんに……アソコ……舐められたり……触られたりとか……あぁぁ、もうやだ、恥ずかしいよぉ」

「そうなんだ」

　僕は顔を上げた。すると和葉は手で顔を覆っている。

「いいよ、和葉のアソコ、いっぱい舐めたり触ったりしてあげるね」

　そう言うと僕は、レースのショーツに手をかけてゆっくりと下ろしていく。

　下着が下がると少しずつ、金色の柔毛が顔を覗かせて、未成熟そうな和葉の身体がしっかりと子作りできるように成長しているということを僕に知らせる。

　とはいえその毛も量が少なくて、ぽてっとした大陰唇のあいだの溝が見え隠れしていた。

　僕は下着を彼女の足から抜くと、あらためて和葉の股のあいだへ潜りこむ。

　さっきは遠くからぼんやりと眺めていたけれど、和葉の、というか女性のそれ自体、こうしてしっかりと見るのは初めてだ。

　僕はおそるおそる柔毛をかき分けると、生まれて初めての女性器と対峙する。

　ふっくらとした大陰唇のあいだには、縦に通るひと筋の溝。上端にはサーモンピンクの鮮やかな肉の豆がぷくっと出ている。

　縦筋のあいだはすでに濡れているのか汁っぽく光っていて、下部のほうではすでに肉弁が小さく開いてぬらりと液を漏らしていた。

　こんな小さな孔に僕のモノを入れるのか？

　和葉ももちろんそのつもりなんだよね？

　裂けてしまったりしないのだろうか。

　僕の脳裏には不安がよぎるけど、身体のほうは自分勝手に液を漏らしてパンツを濡らしていた。

「ねぇ、和葉……」

　僕は割れ目に指を滑り込ませて、つつーっとうしろから前へとなぞる。

　ぷくっと膨らんだその場所に指が達すると、和葉は途端に悦びに震える。

「あぁあっ！」

「あそこってここでいいの？」

　割れ目の中は、粘液でぬるぬるになっている。

　僕はそっと指をすべらせて、ぬめりを絡め取ると淫らな器官をこね回す。

「あっ！　あんっ！　ふぁあぁっ、あぁぁっ！」

　乳頭をいじくった時とは違った鳴き声が上がる。

「ね、教えて？」

「あんっ、あぁん、や、ゃあぁぁ……」

　和葉の腰は僕の手を求めるように寄ってくる。

「違うならやめるけど」

「あぁぁん、ココ……あんっ、ココなのっ……！」

　和葉はうわずった声で、ついに認める。

　クリトリスはぎゅっと硬くなっていて、包皮から赤らんだ姿がにょきっと飛び出している。ここは確か、生殖には直接関係のない場所で、機能としてはただ快楽を得るためだけの器官のはずだ。

　そんな場所を充血させたうえに、勃起させて皮から顔を出すなんて。そこまでして、この身体は快楽を得ることを望んでいるんだ。

　なんて、ひどく卑猥なんだろう。

　途端に僕は、和葉の身体に眠る底知れぬ淫らさを思う。

　もっと、もっと「ヘンタイ」になればいい。僕も和葉も。

　たとえ彼女が拒んでも、僕は淫らさの中に蕩ける彼女を見ていたい。

「和葉めちゃくちゃやらしいよ」

「やだぁあぁん……ごめん……っ」

「そういうとこ、もっと見せて」

　僕は彼女の腰をつかむとそのまま持ち上げて、脚を大開脚にしてまんぐり返しの体勢にする。

「えっ、ちょっと、おーすけくん!?」

「ヘンタイで感じすぎる和葉をたくさん見せてよ」

　僕は和葉によく見えるように、舌を出して淫核の根元をじっとり舐めると、今度は舌でねっとり包んで性感を揺さぶる。

「ふ……ひっ、あんっ、あぁんっ……」

　和葉を見ると、喜悦に顔を歪めながら、自分が舐められるところを濡れた目を輝かせてしっかり見ていた。

「ゃだもぉ……これ……ふぁ………あぁ……えっち……」

　僕はこれ見よがしに、今度は淫核をきつく吸い上げた。

　ぢゅる～っと音を響かせれば、

「ひぃぃぃあぁぁっ」

　気持ちのよいほどの甲高い嬌声が、ハーモニーのように重なった。

「ふぁぁぁぁんっ」

　ぢゅぱっとクリトリスを乱暴に離すと、懇こん願がんするような目で僕を見る。

　やっぱりこれが好きなんだろうか。僕は再び唇でクリトリスを吸引する。

「や、ぁ、ふっ……あ、あ……♡　あんっ♡」

　それに合わせて時折唾液と粘膜の中に舌を弾ませてみれば、「ひっくぅぅ」と身体をわななかせた。

　気がつくと和葉はもう舐められている自分を見てはいなかった。

「あっ、ああぁ、んっふぁ、あぁあぁぁっ」

　彼女は首をのけ反らせて、目も開けていられない様子で、もたらされる快楽をただ一心に受け止めていた。

　初めに比べてクリトリスは大きさを増している。そうまでしてこの場所は、快楽を得たいのだろうか。

　僕はほんの少しの悪戯心で、淫らな突起に歯を立てた。

　その刹那。

「ひっいぃぃあぁっ！」

　腰がびくんと跳ねると、そのあとは全身がぴくぴく震える。

　悪い反応じゃない。

　調子に乗った僕は、さらにもう一度歯を立てて甘嚙み。

「ひぃ、うっ、あんっ、あぁんっ！」

　彼女の反応はとてもよく、僕は同じリズムをそこで刻む。

「おぉすけ、だめ、あぁんっいやっこれ、すごいっ♡　ごめん、へんっ♡　あたし、へん、あぁんっ、きてるっ♡　きてるっうぅぅぅっ、あぁんっ、イッちゃう、イクッ、イクッ……んっくぅぅうぅぅ、あぁぁぁっ……あぁぁんっ、イクッ、イクッ、いっくぅうぁあぁぁぁんっ、あぁあぁぁんっ！　あぁぁぁ……♡　あぁぁんっ♡」

　ひくっひくっと痙けい攣れんしながら脱力していくのに、腰は僕のほうへ突き出されてさらなる責めをねだる。

　絶頂に達してもなお、貪欲なその姿に僕は応えたい。

　僕は彼女の鋭敏な肉を舐め続ける。

「や、あぁ、ごめ……あぁぁんっ、だめぇ……あ……あぁあぁ、いやぁ、あたし……っひぃ、きちゃうっきちゃ……っあぁぁんっ、あんっ、あんっ、イクぅ……っ…………っくぅぅぅぅぅうんんんんんっ！」

　和葉の身体が反り返って、悶絶する手がシーツを握る。

「あ～っ！　あんんっ！」

　絶頂に張り詰めた身体は、いまだ戻ってくる気配がない。

　ふと見れば和葉の乳首はピンと張っていて、発情を主張していた。赤らんだ肌は全身の昂ぶりを臆面もなく、僕の前へさらさせる。

　それならば、と僕は思う。

　彼女の淫核を吸い上げながら、

「いっぃいぃぃぃぃっ」

　両乳首をぎゅいんっと引っぱってみる。

「ゃあぁぁあぁぁぁっ！」

　その瞬間、彼女の身体はさっきよりも凄まじい反りを見せて、跳ね上がった。

　僕はそのまま、伸ばした乳首をくりゅくりゅこねる。

「ひっいぃぃぃんっ、あっ、あぁうぅ……ふっあぁぁあぁぁ、だめ、ごめん、あたまぁあぁぁ……っもう、だめぇえぇ……なる……あぁ、あぁぁ……」

　震える声で和葉は懸命に僕に伝える。

　なにも謝ることなんてないのに。

　頭が壊れるくらい気持ちよくなればいいのに！

　そう伝えたくて僕は、彼女の乳首を思い切り引っぱり上げた。

「ぃっ、あぁあぁぁぁぁあっあっあぁぁっ！」

　瞬間、彼女の腰が一度大きくびくんと跳ねると、そのまま固まってしまった。愉悦に満ちた表情で。

「あ～♡　あ～♡」

　小さな声でいまだ喘ぎながら、その身体は小刻みに震えている。

　ちょっとやりすぎだったかな。不安になった僕は、彼女の脚を下ろして元のようにベッドに寝かせると、頭を撫でた。

「大丈夫？」

　答える代わりに僕を見上げた目は熱く濡れていて、官能の波に飲み込まれそうで押し留めている、そんな葛藤が見て取れた。

「おうすけ……」

　小さな唇が上下して、僕の名を呼ぶ。

　それだけのことで、ぼくの欲求は一瞬でメーターを振り切る。

　もうそれだけで充分だった。

　僕は彼女に唇を重ねると、開きっぱなしの口の中へ侵入して、彼女と直接舌を絡め合う。

「ふ……」

　絡めた舌はお互いにちょにちょと音を立てて、引き抜くと名残惜しそうに糸を引いた。

　どちらの唾液なのか、区別がつかない。交換した体液が混って溶け合う。それだけで満ち足りた気分だった。

　けれど陶然とした表情で、舌を突き出したままの和葉を見ていると、僕はもっと己の体液を注ぎ込みたくなる。

　僕は口の中で唾液を集めると、和葉の舌上めがけてどろりと落とした。

「んぅ……」

　和葉はぴくりと震えながら、僕の唾液を受け入れる。

　すべてが彼女の口の中へ行き渡ると、和葉は喉を鳴らして飲み干した。

「おいし……」

　そして惚けた顔にかすかな笑みを浮かべる。

　唾液を飲ませる僕も僕だけど、それを拒まず喜んで受け入れる和葉もどうかと思う。

　まったく、僕たちは本当に凸と凹の形みたいにぴったりだ。

「あぁ、もう！」

　たまらなくなった僕は、和葉に覆い被さって抱き締める。

「え？　え？　どうしたの？」

「ねぇ、和葉……」

「えっ、なに、なに？」

「もうだめ、限界かも」

　僕は顔を上げると、ごく近くで彼女の目を見つめた。

「和葉に……入れたい！」

　渾身の決意表明だった。だけど和葉は目を丸くしたまま動かない。

　やっぱりまだ早かったのかな。

　ごめん、と僕が口を開こうとしたその時だった。

「……ふっ」

　和葉の目から涙がひと筋こぼれ落ちた。

「え？　あ……え？　ご、ごめん！」

　わけがわからず僕は慌てる。なにか泣かせてしまうようなことを言ってしまったんだろうか。

「違うよ、ごめんね。あたし、やっとおーすけくんが中にきてくれるって思ったら嬉しくて……。ずっとね、この日を待ってた」

　和葉は涙をぬぐうと、笑顔でこう言う。

「お願い、おーすけくん。きて」

　和葉は濡れた眼差しで僕を見た。

　どくん、とペニスが疼いて僕の意思よりも早く和葉の言葉に反応する。

「わかった。初めてだから、うまくできないかもしれないけど……」

「いいよ、そんなの。あたしも初めてだから同じだよ」

　和葉が優しい笑みを浮かべる。

「嬉しいんだよ。おーすけくんの初めてをもらえるなんて」

「ありがとう。ぼくも本当言うと、和葉の初めてがずっと欲しかった。だから……」

　ずっと無理だと思っていた。けれどその時がきた。

　言葉に詰まった僕の頰を和葉が両手で挟む。

「えへへ。よかった。同じだね。ありがとう、押介。嬉しい」

　和葉は幸せそうな笑みを浮かべると、僕に軽くキスをした。

　こんな雰囲気なら、緊張しすぎないで済むかもしれない。

「いくよ……」

　僕は和葉の脚を左右に大きく開かせると、その前にいきり立つ肉怒張を向かい合わせた。

　サーモンピンクの二枚貝は、ぱっくり開いて燃えるような内側の赤を僕の前にさらけ出した。

「あ……」

　ぬらぬらと光る肉の下部には小さな孔がぽかっと開いていて僕を誘う。

　こんなに小さな場所に入るのだろうか。

　ペニスは赤く充血して、胴には無数の血管を浮かべて挿入の時を待ち望んでいる。

　僕は自身の根元を握って、和葉の小さなその入り口に突端を押し当てる。

「んっ……」

　熱い。

　彼女の内側がこんなにも燃え上がっていたなんて。

　狭孔に凶暴な肉の頂がめりこんで、和葉がわずかに身じろぎをする。

「いい？　いくよ……」

「うん、お願い」

　僕は彼女の奥に向かって腰を突きしていく。

　ぬめぬめした熱い粘膜は、僕の肉弾頭の先端に吸いついて内側へ誘うけど、入り口が狭くてまるで僕のものとサイズが合っていない。不安になる。

「ふっ……っくぅうぅぅ……っ！」

　和葉の顔が苦痛に歪む。

「ごめんっ、大丈夫？」

「大丈夫、続けて……」

　彼女は困ったように眉尻を下げて、笑顔を見せる。

「あたしは平気だよ。だっておーすけくんと一緒になれるんだから、だから……お願い」

　和葉は僕の首に手を回した。

　それはもう絶対にあとには退ひかないという決意表明に見えた。

「わかった」

　僕は再び前進を試みる。

　ぐぐぐと亀頭がめりこみながら、穴の入り口を拡張していく。

「う……っ、いっ……あぁ」

　肉の内部は凄まじいぬめりで、苦痛に悶える和葉をよそに男の肉を誘おうとする。

　僕だって本当はすぐ突入して、快楽に身を包まれたい。

　だけど、できることなら和葉が痛がることはしたくない。

　その理性と本能のあいだで僕は揺れ動く。

　膣肉にいきり立ったペニスをねじ込めば、入り口がめちめち音を立てて僕の大きさに合わせて広がっていく。

　亀頭の半分がめりこんで、内側の甘美さが粘膜から伝わってきた。

　ぬるぬるの牝肉は媚肉というにふさわしくて、僕に吸着して離れない。

　僕は少しずつ腰を前へ進めていく。

「あ……あぁ……う……っくぅ……っ……んんっ、おーすけ……」

　侵入を阻んでいる膜状のものが、少しずつ裂けていく。

「く……うっ……あぁ……っ」

　僕はそのまま和葉の中への侵攻を試みる。

「いっ、ひぃあぁぁあぁぁぁっ!!」

　亀頭がすべて和葉の中に包まれた。その時、めりりとなにかが裂けてペニスへの抵抗が減る。

　処女肉は獣欲に猛たける肉棒で、ひと思いに開かれる。

　突端が秘奥に触れて、僕は自分が和葉の最も深い場所に到達したことを知った。

　ペニスは根元まで和葉の中に埋められていて、いまだかつてない密着感を見せていた。

「ふっ……あぁっ……はぁ、はぁ……」

　苦悶に満ちた表情は少しずつ和らいで、身体の強ばりも解けていく。

「和葉わかる？　僕たちつながったよ」

　彼女はこくりとうなずいた。

「嬉しい……」

　和葉の目に涙がにじんで、ぽろぽろとこぼれ落ちた。

「これで……、いっこになれたんだね……」

　にっこり笑う彼女が愛おしくて、僕は軽く口づける。

「ほら、見て」

　僕が言うと、和葉は肩で息をしながらも身体を起こして結合部を確かめる。

「すごい……。こんなに太いのが、ほんとに入っちゃうんだ……」

　和葉は感心した様子で、ずっぽりとペニスを咥える自分の性器を眺めている。

「あたしのココ……もう、おーすけくんの大きさに拡がっちゃったんだね……」

「嫌？」

「嬉しい……」

　和葉は幸せそうに目を細める。

「あたしのおま○こは、これからずっとおーすけくん専用のおま○こなんだよ。……だからね」

　陶然とした目で僕を見つめる。

「おーすけのおち○ちんであたしのおま○こめちゃくちゃにして、おーすけ専用に改造しちゃってください」

　和葉が蕩けてしまいそうな優しい笑顔を見せる。

　その瞬間、膣奥がきゅん♡　と脈打って熱い粘液が染み出した。

「いいの？」

　僕は自分の欲望が暴走しそうで怖い。

「いいよ。だってあたしは、おーすけくんのお嫁さんだもんっ」

　その言葉は呪文のように、僕の理性を一瞬で崩壊させる。

「あぁ……かずはぁ……」

　僕は彼女を抱き締めると、腰を引いてまた彼女の中へ戻る。

「ゃ、あぁぁっ」

　ストロークは小さめに。それが開かれたばかりの牝穴に対する配慮のつもりだった。

「やっ、あん、おーすけくん……ふっ、あん、あんっ」

　和葉は痛みをこらえるように顔をしかめているけれど、声音には確実に歓喜の色が混ざり始めている。

　欲望でパンパンに張り詰めた肉棒が、媚肉の壁をずりゅずりゅとこすって、牝汁を浴びた突端が膣奥を打つ。

「あっ、あぁんっ」

　和葉の声は僕の動きによく反応し、甘さを増したその声はもはや、痛みというよりは快楽を叫んでいるように聞こえた。

　摩擦を繰り返すうちに、刺激を受けたせいなのか、膣壁に細かな粒が隆起し始める。まるで発情の証のように。

「あぁ……和葉の中、なにこれ、すっご……」

　僕は思わず括約筋に力を入れた。ここで果てたらもったいない。

　もう少しくらいは和葉の中を楽しみたい。

「あぁ、ゃあぁんっ！」

　だけど僕の想いとは裏腹に、肉襞はいぼいぼを隆起させながらもっちゃりと男根へまとわりついて、出し入れをするたびに吸着力を増していった。

　ペニスが燃える熱さに包まれて、僕の下半身はとろとろになりそうな感覚に襲われる。

　気づけば僕は、欲望のままに腰を打ちつけていた。

「あっ、あっ、あっ、あぁっ！」

　もっとこの中を進んでいきたい。

　ただただ、熱く濡れた肉は気持ちよくて、牡の本能を昂ぶらせる。

　このまま射精をしてしまいたい。

　抜き差しのたびにじゅぽっじゅぽっと和葉の膣肉ははしたない音を奏でる。

「あっあぁんっ、おーすけ、おーすけっ」

　和葉が僕の背中をぎゅっとつかむ。

　牝肉に煽られて、射精欲がぐんぐん膨らんでいく。身体の奥がぎゅーっと熱い。

　限界だった。

「出……出るっ……！」

　その瞬間、僕は和葉を奥まで貫くとそのまま突端を、コリッとした秘奥に密着させた。

　身体の奥深くから快感がこみあげて、精管を駆け上がって尿道に流れていく。

「あっ、やぁぁっ♡」

　打ちつけた衝撃で、和葉はびくんっと跳ねる。けれどそれも束の間だった。

　初めの一撃が発射されると、続けてびゅっびゅ、びゅくびゅくと煮え滾った精液が続けざまに噴出した。

「あっ、あぁぁあぁぁんっ♡」

　どくん、どくんと脈動するペニス、そのリズムに合わせて注がれる精液に和葉の身体が痙攣する。

　放出の悦びは強烈で、僕の下腹部を熱く燃え上がらせて思考のすべてが蕩け落ちた。

　牡肉に呼応するように、膣壁がぎゅぎゅっと収縮してひくんひくんと脈打ちながら、精液を搾り取っていく。

　ただ、ただ少しでも多く和葉の中に注ぎたい。そのことしか頭になかった。

「あぁ、和葉……」

　僕は彼女に唇を重ねる。

　舌と舌とをねっとり絡めながら僕は、己の突端をぐりぐり押し当てる。

「んっ♡　んんっ……♡」

　和葉の舌はヒクヒクして、まるでアクメへ達した直後のようだった。

　こみあげる精液をすべて放出し終えても、僕はまだペニスを抜く気にはなれなかった。

　和葉からいったん唇を離すと、僕はあらためて彼女の表情を見る。

　目を閉じた和葉は、はーはーと呼吸を乱して脱力している。

　つながっている部分を見れば、鮮血と白濁液が混じり合ってぐちゃぐちゃだ。

　それは僕が身勝手に快楽を求めた証にも見えた。

　いくら好きにしていいって言われたからって、いくら僕のお嫁さんだからって、さすがに無茶をさせすぎたんじゃないんだろうか。

「ごめんね、和葉。大丈夫？」

　僕は軽く頰を撫でる。

「ん……だいじょうぶ…………じゃないよ……」

　和葉はうっすらと目を開けてこう言った。

「ご、ごめん！　ほんとごめん！」

「ホントだよ。……あたし、初めてのえっちで……しかも中に出された瞬間イッちゃうなんて、思ってもなかったよ……」

　和葉はわざとらしい目で僕を睨んだ。

「え!?　イッてたの？」

「うん……」

「うそ！」

「……ほんと。もー、だって、おーすけくんのが気持ちよすぎて、あたし、イクって言う暇なかったんだもん。……おち○ちん、ずうっとびくびくしてるし、おなかきゅうぅんってなって……ほんと言うと、ずっとイッてたんだから」

　そう言うと和葉は手で顔を覆ってしまった。一方で、僕のペニスはわずかながらむくむくと膨らみ始める。

「あたしの身体って、やっぱえっちなのかなあ？」

　和葉が僕をちらりと窺う。

「うん、えっち！　えろえろのどヘンタイ！」

「もー、そこまで言わなくてもいいでしょ！」

　そう言いながら、膣壁がひくんひくんとペニスを撫でる。

「僕はえろい和葉が大好きだけどね」

　僕はまた彼女にキスをする。

　するとすぐにこちらへ舌が入ってきた。

　彼女の舌が僕の舌を追い、僕の舌が彼女の舌を追う。

　和葉のぬくもりは、僕を安堵させてその存在を確かめさせる。

　ただ舌を絡めることが、再び身体の芯へ炎を灯ともして海綿体に血液を運ぶ。

「ね、おーすけくん？」

　和葉が唇を離した。

「なに？」

「なんかまた、硬くなってる気がするんだけど……」

　和葉の指摘どおり。僕のペニスは確かに完全に硬くなっていた。

「そうだよ。嫌？」

「嫌じゃない……」

　和葉は少し照れたそぶりで僕から目を逸らす。

「嫌じゃない、じゃなくてもっと素直な言い方してよ」

　和葉の気持ちは充分にわかっているつもりだけど、それでもあえて言ってほしい。

「もう……そういうの、恥ずかしいから嫌なのに。仕方ないなあ……」

　和葉は僕の目をじっと見る。

「嬉しいのっ。おーすけくんともっともっと、くっつけるし、一緒になれるんだもん」

　言いながら、彼女の頰が赤く染まっていく。

「和葉って本当はすけべだったんだね」

「うー……そうだけど、そうじゃないもん……っ。えっちが好きっていうより、押介が好きなの……っ」

「わかってるよ。僕も同じ。和葉が可愛いから、もう１回したくなっちゃったんだよ」

　僕は腰を小さく回して、彼女の中をかき回す。

「あぅ……まって、それ、ずるいっ……」

　和葉の手が僕を制する。

「ねぇ、今度はあたしがおーすけくんのこと……きもちよくしたい……」

「いいけど、どうするの？」

「えとね、騎乗位、してみたいっ」

　彼女は少し照れながらでも、なにか吹っ切れたように笑顔を見せた。

「いいよ」

　僕は和葉の手を引いて、一瞬座って対面座位の姿勢を取ると、すぐに仰向けに寝転んで彼女を僕にまたがらせた。

　下から見上げる和葉の胸はやっぱり膨らみに乏しくて、それがとても愛らしい。

　未発達のまま完成してしまったそれは、まるで僕らの関係そのものだ。

「おーすけくん……いい？」

　わずかに不安げな表情を見せながら、和葉は腰を浮かせる。

　──ぢゅぷぷぷ……と粘液のすれる音が響いて、白いものが漏れ出た。

「ふっ……くぅんん……」

　ペニスを半分くらい引き抜いたところで、和葉は再び腰を下ろす。

　ゆるやかな動きはじんわりとペニスをこすって、それがなんだかじれったい。

「……っはぁ」

　一度また、自分の胎内へペニスを収めると、和葉は深々と息を吐く。

　その呼吸に合わせて膣壁がペニス全体を圧迫する。

「こうしてるとスゴい……おーすけくんのおち○ちん、感じるよ」

　和葉はえへ、と笑うと再び腰を上下させ始める。

　──ずりゅ……ぢゅぷぢゅぷずぷ、ぎゅぷぎゅぷ。

　上下運動を繰り返すごとに、汁音は粘質の深い音を奏でた。

「ふ、あっ……あぁ……」

　肉体的な喜悦がこみあげているのだろう。

　和葉は小さく身体を反らせて、それでもなお懸命に僕から目を逸らすまいと見つめ続ける。

「あんっ、あぁん、ね……これ、きもち……いい？」

　乱れる吐息のあいだで、和葉は途切れ途切れの言葉を漏らす。

「うん、気持ちいいよ」

　事実、彼女の内壁は燃えるような熱さなのに、すべてをゆだねたくなるような不思議な心地よさを持っている。そのうえ、柔らかな肉粒でこすられ続けられるのだから、こんなの耐えろっていうほうが無理だ。

「嬉しい……」

　腰を淫らに上下させながら、和葉は微笑みを浮かべる。

　僕の見立てでは、和葉にはまだ余裕がある。

　甘い声に、時々ヒクつく身体は確かに感じているんだろうけど、せっかくの騎乗位なんだから優雅に寝転がったこの体勢で、めちゃくちゃに乱れる和葉が見たくなった。

　僕は彼女の胸の小さな隆起を指でつまむ。

「ひ、ゃあっ！」

　その瞬間、彼女の肢体はびくんと跳ねて、挿入なかばでその動きを止めてしまう。

　膣壁がぎゅんっと締まって、亀頭を圧迫する。

「どうしたの？　ちゃんと動いてよ」

　僕はわざと意地悪を言う。

「あ……うぅ……うんっ……」

　僕はいったん彼女の乳首から手を離す。

　けれどこれで攻撃をやめたわけじゃなくて、今度は和葉の乳頭がこすれるギリギリの場所に手のひらを出した。

「あ、あぁぁぁ」

　彼女が腰を上下させると、乳首がずるずる摩擦されて彼女は自ら快楽を得ているようなかたちになる。

「あ……うぅぅう……うぅ……」

　潤んだ目で僕を睨みながらも、和葉は上下運動をやめない。

「なに？」

「なんか……これ……ふ……あぁぁ……やだぁぁ……」

「嫌だったら動くのやめればいいんだよ」

「う……うぅ……あぁぁぁ……いじわる……っ」

　そう言いながらも、和葉は胸を前に突き出して、僕の手の上で確実に乳首を転がそうとする。

「だめ……だめぇ、へんになる……」

　和葉の口元はだらしなく緩んで、唇の端でよだれがひと筋光った。

「や……あ……っ」

　腰のリズムはそのままに、だけど身体が次第に小刻みに震え始める。

　和葉の表情を見るに、彼女は確実に追い詰められていて、泣き出しそうな表情でただ僕を見つめていた。

　絶え間なく聞こえるのはひどく乱れた呼吸と、「ひっ」「ぅくっ」といった小さな悲鳴だけだった。

　もっと、もっとめちゃくちゃになった和葉を見たい。

　歓喜に顔を歪ませて、ただ快楽に溺れさせたい。

　僕は片方の手を下ろすと、すぐにクリトリスを探り当てた。

「ひぁあぁぁっ！」

　狙いはすぐにヒット。僕の手はコリッと芯を硬くした肉の豆をとらえる。

「だめ、だめ、それ、だめぇぇっ」

　その瞬間、和葉はあられもないほどに大きな声で喘ぎ始める。

「あ～っ、あぁっ、ゃあっつ、だめぇっ」

　クリトリスをぐにぐにこねまわすと、和葉の身体がガクガク震え始めて、腰の抽送運動がとてもゆるやかなものになって、というかそれが彼女のせいいっぱいのようだった。

　僕は和葉の代わりに腰を突き上げて、ピストン運動の続きを始める。

「ひっいぃぃあぁぁんっ、だめ、そんなの、あぁぁっ、へんに……なっちゃう、あたま、飛びそ……ぉ……」

　打ち込まれた衝撃は強烈だったらしくて、その瞬間内襞が熱怒張にしがみつく。

「あっ、あっ、ふぁあぁぁ、ひ、ぃあぁぁぁっ」

　叫び続ける彼女はもう目を開けていられないらしくて、必死で押し寄せる波に耐えているようだった。

　早くイッてしまえばいいのに。

　僕は彼女のクリトリスの根元をつまんで、刺激をさらに強くする。

「ひっいぃぃ、あっあぁぁぁ♡　死ぬっ、死んじゃうっうぅぅぅっんんんっ！」

　腰を自らしゃくりあげて、ぷりっと起たった乳首を臆面もなく僕の手でなぶり続ける。

　和葉にはもうためらいがなかった。

　彼女が腰を振り乱して、僕はその奥深くを狙って穿ち続ける。

　苦しそうな眉間とは対照的に嬉しそうな口元、そして膨らんだ小鼻と恍惚とした瞳。そこにあるのはもはや本能だけで、普段の和葉の面影はどこにもなかった。

「あんっあんっ、おねがいっ♡　もっと、もっと♡　殺してえぇぇっ♡」

　僕はお望みどおり、乳首を殺すつもりでぎゅぅっとつまんで真横にひねった。

「ひっいぃぃぃいいぃぃぃいいぃっ」

　その瞬間、彼女は身体をびくんびくんと震わせて、僕の上で硬直。

「和葉、動き止まってるよ。気持ちよくしてくれるんじゃなかったの？」

　自分から気持ちよくするって言ったのに、と僕はからかうつもりでそう言うと、クリトリスを弾いて刺激を送った。

「ふっ……あぁぁぁあぁっ！」

　すると上半身が反り返って、わずかにペニスがこすられる。

「イッてるのに、またイッてぅ……あぁぁぁ……やぁぁぁ……こわぇう、あぁぁっ」

　和葉の身体は大きく弾んで、厚ぼったい膣壁をぎゅむぎゅむと収縮させる。

　僕の手が離れると、つながったままで彼女はへなへなと僕の上に崩れ落ちた。

　身体はもちろんつながったままで。

　和葉の心臓の音がどくんどくんと跳ねていて、僕に伝わる。

「ずるいよ……。あたしが気持ちよくしてあげたかったのに……あんなの、反則……っ」

　はぅぅ……と和葉は息を吐く。

「かわいかったけどなー」

　僕は和葉を抱き留めると、そのまま身体を起こしてもう一度押し倒す。

「ひゃっ」

　騎乗位で責めるのも楽しいけど、やっぱり僕は自分のペニスでしっかりと和葉を快楽へ導きたい。

「今度は僕の番。いい？」

「いいけど……」

　ついニヤニヤしちゃう僕の顔を、和葉は怪け訝げんそうに見る。

　いいよ、わかってる、大丈夫。

　僕はきみをこのち○ぽで、よがり狂わせたいだけなんだ。悪いようにはしない。

　僕はゆっくり腰を引くと、次に速度を上げて思い切り腰を打ちつける。

「あぁぁんっ！」

　肉の粒がペニス全体を凄まじい速度で撫で上げる。

　和葉のほうもぴくぴくと仰け反って、貫通の衝撃を加味し見ているようだった。

「和葉？」

　僕は再び腰をゆっくり引き抜くと、また同じようにひと思いに肉槍で貫く。

「あっ、あぁぁあぁっ……っふ……っ」

　ひくんひくんと震える肢体に、膣内も連動して襞がヒクつく。媚肉は亀頭のくびれまでもを熱く締め上げて、喜悦まみれの牝汁をにじませ続けている。

　ぬっちょ……。

　肉孔から出したペニスは白く濁ったものにまみれながら、血管を浮かせている。一度は射精をしたというのに、我ながら本能むき出しのその姿に呆れてしまう。

　けれどそれはまぎれもなく僕の分身で、和葉を突きたい、貫きたい。ひとつになりたい、孕ませたい。そんな意思に満ちた姿だった。

「押介……」

　和葉は切なげに目を細めて僕を見る。うわずった吐息が漏れた。

　──もっと。

　唇は確かにそう動いた。

　僕は彼女に覆い被さると、腰を激しく打ちつけた。

「あっ、あぁぁんっ」

　できるだけ長いストロークがいい。和葉の熱と肉とをたくさん感じられるから。

「ひっいぃぃぃあぁぁんぁんっ♡」

　カリ首が抜けかけるところまで一気にペニスを引き抜くと、僕はまたそれよりも早く和葉と深い結合をキメる。突端が子宮口を叩くたび、和葉は「ふぉっ」と仰け反って、奥の泉から熱い蜜をじゅわっと漏らした。

　そこは秘奥と呼ぶにふさわしい場所で、和葉のこんな深い場所に触れることができるのは僕だけなんだと思うと、すごく誇らしい。

　子宮口は少しずつ柔らかみが出てきて、次第に「んちゅっ♡」と亀頭の先へ吸着し始める。引き抜くときは互いに名な残ごり惜おしそうで、離れがたくなっている。

「おくが……あぁぁっ、きもちいいよぉ」

　消え入りそうな声で和葉が漏らす。

　僕のペニスを飲み込んで、これほどまでに快楽に打ち震えているのに、それでもまだ求めるなんて。

「ここなの？」

「ふ……っ……んん……っ」

　腰の動きをゆるやかにすれば、汁音もずりゅっずりゅっと穏やかなものに変わる。

　和葉はさざ波のような快楽に身を委ねているようだった。

「奥、そんなにイイの？　どんどん濡れてくるんだけど」

　僕はペニスをすべて彼女の中へ埋めてしまうと、そのまま円を描くように腰を動かして、最奥をぐにぐにといたぶる。

「あ～っ！　あぁっ、んっんっうぅっ、おっ、あっ、あっあっ」

　途端に和葉の身体は反り返って、膣壁がペニスを食いちぎりそうなほど圧迫する。

「ここ、そんなに好きなの？」

「い、いいっ、あっあっ、あぁ、そこ、へん、あっあっあっうっ、すっごっ……おぉっ……」

　奥から噴出する生温かい汁がペニスにまとわりついて、僕の性感をも高めていく。まして、和葉の内側はイボまみれで僕のペニスの快感のツボを押さえて離れない。

「お……お……おなか……ふわふわ……する……お……あぁぁ……きもち……いいっ……」

　子宮口は自ら牡肉を吸引して、突端がめりこんでいく。

「ふ……おぉ……こぇ……だぇ……しんじゃう……あたし…………っつく……うぅ……あぁうぅ……っ」

　和葉は次第に口をぱくぱくさせて、音にならない嬌声で喘ぎ続けた。

　けれど僕だって余裕ってわけじゃなくて、亀頭を吸われ、竿を粘液まみれにされて、最も敏感な亀頭冠まで肉突起で責められてはたまらない。

「和葉……すっげ……もう……締めなくて……いいからっ……！」

「あ……あぁ……うぅ…………っくぅ……っ」

　僕の言葉が耳に入ってるんだかいないんだか。彼女はただ虚空を見上げて、自らも腰をわずかにうねらせるだけだった。

「おなか……あぁう…………しぬ……しんじゃう…………っ」

　和葉がひくひく震えながら、静かに身体を強ばらせていく。ゆるやかに、でも確実に彼女は絶頂の坂を上っているようだった。

　ひと思いに上りつめてしまえばいいのに。

　僕は腰をわずかにうしろに下げて子宮口との距離を取ると、そこから短いストロークで最も深い場所へ連打を見舞う。

「ひぁっ！　ぃあぁっ！　ゃあうっ！　ふぉぉっ、お……あぁぁっひっ」

　射程距離が短いぶん、子宮口への愛撫は間かん断だんなく行なわれて、和葉は常に新たな衝撃に打ち震える。

「おーすけくん、すごい……っこれ……ああぁ……っくふあぁぁぁあぁんっ、おなか、こわえぅよぉ……っふぉっ、おっ、おっ、ごめっあっあっあっあっあっあっ……だぇ……あぅっ、だ……めぇぇっ、こわぇう、こわえぅ、だえぇ、らめ」

　和葉は僕の背中に手を回してしがみつく。

「きてう……きてゆ、すごいのきて……えぇぅうぅぅぅぅおおぉあぁぁあぁっぁぁぁっ、イクッ、イクッ！　…………っ…………っうぅぅうぅんんんんんあぁぁあぁぁあぁんっ！」

　細い身体が限界まで反り返って、歓喜に満ちた表情で和葉は壊れたようにびっくんびっくん痙攣する。

　膣奥へ強烈な突きを幾度も喰らっているうちに、和葉はとうとう達してしまったらしい。

「ふぁ……あぁ……うぅ…………」

　絶頂の瞬間、内壁がペニスを握り締めるように圧迫した。まるで精液を搾り取るように。

　歓喜で口元を歪めたまま、和葉はひくっひくっと身体を震わせて放心していた。

　抽送時にかき出された汁が、結合部の辺りから漏れていた。

「あぁ……あぁぁ……」

　和葉はいまだ、うわずった声で喘いでいる。ピンク色の乳頭はあいかわらず勃起して、性感の昂ぶりを主張していた。

「和葉は本当に奥が好きなんだね」

「ふぁ……あぁぁん……っあぁん……」

　かすかな声で喘ぎながら、和葉は首を縦に振る。

「だって……嬉しいもん……っ。いちばん奥、ぎゅっぎゅってされると、おーすけくん感じるから……それで……幸せっ」

「和葉……」

　その瞬間、僕の海綿体への血液の流れが増して、自分でもすぐにわかるほどペニスが硬度を増した。

「あぁ……僕もっ、僕も……嬉しいっ」

　張り詰めたペニスは僕の本能そのままで、隠すことができない僕の姿だ。

　和葉はそんな僕を、最も繊細で敏感な場所ですべて飲み込んで受け止めてくれている。

　そのことがとても嬉しい。

　僕は彼女が愛おしい。

「和葉……和葉……っ」

　僕はまた腰を前後に突き動かす。もっと奥へ、彼女の奥へと進みたい。

　快楽を受け止め続けて、いつしか僕の身体は限界へと追い詰められようとしていた。

「おーすけくん、おーすけくんっ」

　和葉の指先が、僕の背を求める。

　膣襞が男根をとらえようと、僕の形に沿って波打った。

　熟れた肉布団にそのまま抱かれるのも悪くないけど、でも男としての衝動が僕を突き動かす。

　孕ませたい。

　僕の子種をたっぷり注いでぶちまけたい。

　和葉の子宮に種づけしたい。

　たまらなくなった僕は、腰をパンパン打ちつけながら和葉の首元に顔を埋める。

　下半身の高揚感と、激しく脈撃つペニス。

「おーすけくん、すきっ♡　すきっ♡」

　熱い吐息が耳元にかかる。

「僕も……だよっ、かずは、好き、好きっ！」

　限界まで膨らんだペニスは、少し角度を変えるだけで、なじんだばかりの膣肉を容赦なく抉る。

「ひいぃ、あぁぁっ」

「かずは、かずはっ」

　僕は彼女の首筋へ口づける。

「ひっ、んんんっふ！」

　けれどそれだけでは気持ちが収まらなくて、僕は柔らかい頸にきつく歯を立ててしまう。

「あっ、あぁぁあぁんっ！」

　ひときわ甲高い嬌声を上げて和葉は身を捩よじる。これも感じているんだろうか。

「和葉、和葉の中……すっ……ごい気持ち……いいっ……」

　ペニスの抽送速度がなかば無意識的に上がっていく。

　一度こみ上げた射精欲は、収まることなくて昂ぶり続ける一方だった。

「あぁん♡　あたしもっ、おーすけくんのおち○ちん、きもち……いいっ……♡」

　ずぽっずぽっと汁音が僕らの結合の歓びを奏でる。

　あけすけで下品なその音は、僕らがお互いを求め合う音そのものだ。

「あんっ、あぁんっ、すご……っあぁぁんっ、響くよぉっ♡」

　和葉の肉は押し入るたびに僕にしがみつくように絡みつくし、僕のペニスは何度でも彼女と彼女の熱を求めて、僕たちは出会い続ける。

　和葉が受け入れてくれることが僕にとってこの世の至上の快楽なのに、和葉は僕を受け入れることで絶頂に導かれる。

　そっか、僕らは両想いなんだ。これが両想いってことなんだ。

「あっ♡　あんっ、あんっ、おーすけくん、好き、好き、すき♡　すきぃっ♡」

「あぁ、和葉……っ、かずはっ、好き、好き、好き、好き！」

　愛する人の中心を目がけて、一心不乱に腰を振れば睾こう丸がんが揺れて彼女の肌を打つ。

　海綿体がぐっと張り詰めて、腰の奥から衝動がぐぐぐっとこみ上げる。

　ペニスを伝って漏れ出る汁が飛び散って、淫臭がただよった。

「あっ、や、あぁっ、だめ、だめっ、あぁんっ、イキそぅ、ああぁんっ」

　快感は確実に僕の身体を昂ぶらせ、限界まで上り詰めさせる。

　背筋を貫く快感と、精管を上る欲望と本能は出口を求めて駆け上がる。

　熱いぬめりはどこまでも、僕のペニスを追いかけて優しく包んだ。

「和葉、和葉……あっ、あぁ、出るっ、出るよっ、あぁっ……！」

　そう告げると僕は、ずんっと和葉を奥までひと突き、発射口を和葉の最奥にぴったり当てる、その瞬間。

　──どびゅっびゅっ!!　びゅぐっびゅるるるっ。

　ペニスが脈打って、尿道口から灼熱が勢いよく発射された。

「あぁ……和葉、和葉……」

「あっあぁぁあんっ!!　イッくぅ!!」

　和葉が反り返って、びくんびくんっと身体が跳ねた。

「あっ、あぁぁん、あっついの、いっぱいぃぃあぁぁあぁんっ♡」












　どっくん、どっくん。びゅぶっ、びゅぐびゅぐっ。

　噴出のリズムに合わせて、膣壁がひっくんひっくんとペニスを握りしめるような圧をかける。

「あぅっ……うぅっ……！」

　絶頂感と精液が駆け上がる中、新たな快感が身体の奥からこみ上げ続ける。

　和葉の本能は、僕のすべてを芯から絞り取っていく。

「あぁぁぁ、あぁぁんっ、出てるぅ、熱い、あぁぁん、おーすけくんっ！」

　びゅくびゅくびゅくくっびゅるるるっ！

「おーすけくん、あぁぁんっ、出して♡　いっぱい、あぁぁんっ♡」

　快楽が放出されるたび、背筋にびりりと電流が走って、絶頂感が僕の頭を真っ白にする。

「おなかっ、あっ、あぁっ、きもちいいぃっ♡」

　僕はぐぐっと腰を突き出して、よりいっそう強い密着を求める。

　もっと奥に注ぎたい。和葉を孕ませたい。

「ひぁあぁぅっ♡」

　コリッと亀頭が子宮口にめりこんで、精液は直接胎内へ注がれていく。

　ペニスの胴はどくん、どくんと脈打って、まるでポンプのようだ。

「やぁぁっ、おち○ちん、びくびく……してぇぅ……またイク、あぁんっ、イクッ♡」

　和葉の身体は張り詰めたかと思うとすぐにヒクついて、脱力する間もなくまた張り詰める。

「ふっ……あ……あぁぁ、う……」

　何度も達しすぎて、敏感になってしまったのだろうか。

　膣内はいまだにビクついて、貪欲に男を求め続ける。

　焦点の合わない目と、嬉しそうな口元は、僕でもわかるアクメ顔だった。

　淫らに呆けた表情はこの世界に来てから知った顔で、僕だけの宝物だ。

　すべてを放出しきると、僕は和葉を抱き締めて首筋に口づけた。

「ふっ……あぁ……」

　絡みつく粘膜の中から、静かにペニスを抜く。

　混ざり合った体液が名残惜しそうに糸を引いて、そして切れた。

　鮮血と白濁まみれの陰茎は射精の余韻を残して、ヒクついている。

　僕は綿の手巾ハンカチで自分のモノをふくと、放心状態で息を乱す和葉の性器もそっとふいた。

　不安になるほどの狭穴は、いまや僕の勃起の最大径の大きさでぽっかり開いたまま、収縮していた。

　僕はベッドの上の和葉に寄り添う。

「大丈夫だった……？」

　いまさらだけど、そう聞かずにはいられない。

「もう。大丈夫なわけないじゃん。……あたし、きもちよすぎて、頭おかしくなっちゃったんだから……」

　はぅ、と和葉はため息をついた。

「こんな気持ちいいコト知ったら、これからずっとひとりでできなくなっちゃう」

　和葉がぼくを恨めしそうに睨む。

「いいんじゃない？　べつに」

「なんで？」

「そしたら僕が一生和葉のこと、気持ちよくしてあげるから」

　そう言った瞬間、和葉の顔がぼっと赤くなって、少し遅れて僕も自分が言った言葉の意味を知る。

「一生って……。意味わかって言ってるの？」

「も、もちろんだよ！　でも僕が一生気持ちよくしてあげるってことは、和葉だって僕のこと、一生気持ちよくするってことだけど、大丈夫？」

「……大丈夫っ」

　少しのタメのあとに、和葉は満面の笑みを見せた。その笑顔は僕の心をあっという間に晴れやかにする。

「僕のおち○ちんは、生涯ずっと和葉専用だよ」

　そう言うと、和葉は一瞬驚いた顔をする。

「うんっ♡　もう離さないっ」

　そして僕のペニスをぎゅっと握ると、嬉しそうに微笑んだ。

「あたしもずっと、全部、全部、おーすけくん専用なんだからねっ」

　和葉は僕を見つめると、優しく口づけた。

「返品不可なので、大事にお扱いくださいね」

　ふざけた調子でそう言うと、和葉はえへっと笑った。





＊






　初めて結ばれたその日、僕らは宿屋にそのまま１泊した。

　そうして迎える次の朝、きちんと装備を調えた僕と和葉は、城門の前にいた。

「いよいよだね」

「行く？」

「うん」

　お互いの意思を念のため確認すると、僕たちはふたり揃って石造りの立派な城門をくぐった。

　両脇にはちゃんと鎧を着た城兵がいて、凜り々りしい表情で警護に当たっている。

　場内は画面で見た時よりも美しく、大理石の床がどこまでも広がっていた。

　僕たちは城の中をまっすぐ進んで、突き当たりの階段を上ると２階へ。

　ここからは大理石の床の上に赤い絨毯が敷かれていて、その上をまっすぐ歩いていくと、玉座とそこに腰かける王がいた。謁えっ見けんの間だ。

「おはようございます」

　ふたりで王の前に立つと、臣下の老紳士が声をかけてくる。僕らは適当な笑顔で彼に応える。

　王さまは50代くらいで丸い腹と長い髭が印象的だった。

「トランプのキングみたいだね」

　和葉が僕に耳打ちする。

　ここで王さまに話しかけて報告を始めれば、この世界での日々は終わる。

　僕は和葉に目配せした。

　彼女はうなずく。

　僕は覚悟を決めて王さまを見上げる。

「あの、すみません」

「なんだ？」

　彼の声は穏やかだった。

「えっと、僕は勇者なんですが、昨日魔王を倒してきました。それで、その報告をしようと思いまして……」

　こういう偉い人と話をするのには慣れていなくて、ちょっとどんな風に言っていいのかわからない。

「おぉ、勇者よ！　そなたであったか。昨日から魔物たちの気配がなくなり、森の動物たちが正気に戻っているという報告が多数届いていたのだ！」

　王さまはそう言うと、立ち上がって僕の手を握る。参ったな、こんな時は笑えばいいんだろうか？

「皆の者！　勇者殿がついに果たしたぞ！　祝いだ！　祭りだ！　城を上げて祝賀の儀を始めるぞ！　準備だ！」

　王さまがそう言うと、急にまわりの人々が慌ただしく駆け回る。

「さぁ、勇者殿。今日はこれから忙しくなるぞ！」

　王さまがそう言うと、部屋の中はぱっと暗くなる。

「な、なに!?」

　和葉がとまどいの声を上げると、すぐに16ビットのメロディーが流れ始めた。

　華やかで、楽しくて、うきうきするような。そんなメロディーだ。

　玉座のうしろの壁がぱっと明るくなって、少し経つとドット絵の勇者とヒロインの冒険の場面とともに「破滅の塔と火食鳥の伝説」という文字が流れ始める。

「和葉、見てよ！　エンディングだ！」

「ほんとだ……。あたしたち、これでやっと帰れるんだね」

　和葉が安堵に満ちた声で言う。

　音楽はそのうち転調して、荘そう厳ごんで切ない雰囲気を奏で始める。

　無数に流れるアルファベットの文字列を見送ると、やがて発売元の「ＨＡＣＨＩＫＯＳ」の文字が現れた。

　いよいよだろうか、このゲームの終わりは。

　そして僕らがこの世界から弾かれて、元の世界へ戻るのは。

　僕は和葉の手を握る。

　僕たちの足元が徐々にノイズを帯びて、乱れていく。

　それと同時に、地面に足をつけている感じがしなくなる。

　和葉が僕の手を強く握り返した。きっと不安なんだろう。

「ねぇ、押介」

「なに？」

　僕は和葉の顔を見る。

「元の世界に戻っても、押介のお嫁さんでいていいかな？」

「当たり前だよ」

　ノイズ混じりで不鮮明な中だけど、和葉は僕に満面の笑みを見せた。

「これからも、よろしくね」

　和葉の言葉に僕はぎゅっと手を握り返した。

　黒のバックに白文字のＥＮＤが現れて、音楽が止まると同時に、辺りは白い光に包まれて、僕らの意識が遠のいていく。

　これから先、どこへ行ったとしても僕は和葉と一緒にいる。

　永遠に。

　光に飲み込まれる。





＊おしまい！
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